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お
わ
り
に

は
じ
め
に

　『
桑
名
日
記
』
は
桑
名
（
現
、
愛
知
県
桑
名
市
）
に
住
ん
で
い
た
下
級
武
士
渡
部

平
太
夫
が
記
し
た
日
記
で
あ
る
。
本
日
記
は
、
平
太
夫
の
仕
事
や
生
活
、
孫
・
鐐
之

助
の
養
育
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。
鐐
之
助
の
父
・
勝
之
助
が
記

し
た
『
柏
崎
日
記
』
と
合
わ
せ
て
交
換
日
記
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
た
め
、『
桑

名
日
記
』
は
柏
崎
で
、『
柏
崎
日
記
』
は
桑
名
で
そ
れ
ぞ
れ
保
管
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
後
は
両
日
記
と
も
桑
名
に
移
さ
れ
、何
ら
か
の
事
情
で
数
人
の
手
へ
と
渡
っ
た
後
、

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
三
月
十
七
日
に
三
重
県
教
育
委
員
会
か
ら
文
化
財
指

定
を
う
け
た
。
現
在
『
桑
名
日
記
』
は
、
沢
下
春
男
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
本
文
四

冊
と
沢
下
氏
が
記
し
た
別
冊
の
計
五
冊
で
刊
行
さ
れ
て
い
る

①
。

　「
桑
名
日
記
」
を
取
り
扱
っ
た
論
文
と
し
て
、
山
本
志
帆
子
氏
の
「
近
世
武
家
社

会
に
お
け
る
待
遇
表
現
体
系
の
研
究
：『
桑
名
日
記
』
に
み
る
桑
名
藩
下
級
武
士
を

中
心
と
し
て
」②

は
『
桑
名
日
記
』
の
中
で
用
い
ら
れ
る
言
語
表
現
の
違
い
に
つ
い

て
指
摘
し
て
い
る
。
皆
川
恵
美
子
氏
は
「『
桑
名
日
記
・
柏
崎
日
記
』
に
見
ら
れ
る

子
ど
も
の
遊
び
：
下
級
武
士
の
子
ど
も
に
よ
る
遊
び
の
諸
相
」③

の
中
で
は
、
子
供

の
遊
び
に
着
目
し
て
い
る
。

　上
記
の
よ
う
に
幅
広
い
分
野
で
研
究
さ
れ
て
お
り
、
本
論
文
で
も
扱
っ
て
い
く
教

育
に
関
し
て
は
、
松
川
由
紀
子
氏
が
「
桑
名
日
記
・
柏
崎
日
記
に
み
ら
れ
る
近
世
庶

民
の
家
庭
教
育
に
つ
い
て
」④

の
中
で
鐐
之
助
の
幼
児
期
並
び
に
手
習
へ
と
移
行
し

て
い
く
な
か
で
施
さ
れ
る
教
育
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
平
太
夫
と
お
増
の
鐐
之
助

へ
の
接
し
方
は
「
幼
児
の
要
求
を
受
け
止
め
、
あ
る
い
は
灸
を
す
え
て
で
も
悪
い
こ

と
は
い
け
な
い
と
納
得
さ
せ
、
遊
び
の
生
活
の
中
で
次
第
に
児
童
期
の
学
習
の
生
活

へ
と
導
き
、
ま
た
、
一
貫
し
て
地
域
社
会
の
中
の
子
供
と
し
て
遊
び
の
生
活
を
大
切

に
見
守
る
な
ど
、
幼
児
教
育
、
家
庭
教
育
の
基
本
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　本
論
文
で
は
、『
桑
名
日
記
』
の
中
で
平
太
夫
と
お
増
が
鐐
之
助
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
教
育
を
施
し
て
い
た
の
か
を
見
て
行
き
、
そ
の
上
で
養
育
に
お
け
る
男
女
の

役
割
の
違
い
を
検
討
し
て
い
く
。

　本
論
文
で
の
『
桑
名
日
記
』
の
引
用
は
、
文
章
中
で
（
桑
名
日
記
○
、
○
頁
）
で

記
す
。
ま
た
、
本
論
文
内
で
の
人
物
の
年
齢
は
、
満
年
齢
で
示
し
て
い
る
。

2

第
一
章

　
桑
名
日
記
と
渡
部
家

第
一
節

　
桑
名
日
記
に
つ
い
て

　『
桑
名
日
記
』
は
、
筆
者
で
あ
る
渡
部
平
太
夫
が
五
十
五
歳
（
お
増
は
五
十
一
歳
、

鐐
之
助
は
三
歳
で
あ
る
。）
の
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）、
養
子
で
あ
る
勝
之
助
が
柏

崎
勤
務
を
言
い
渡
さ
れ
柏
崎
の
地
へ
と
移
る
二
月
二
十
四
日
に
書
き
始
め
ら
れ
、
亡

く
な
る
三
日
前
の
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
三
月
四
日
ま
で
全
四
巻
、
九
年
間
に
わ

た
っ
て
記
さ
れ
た
。⑤

　内
容
を
み
る
と
、
そ
の
日
の
天
気
か
ら
始
ま
り
妻
で
あ
る
お
増
や
孫
の
鐐
之
助
そ

の
他
渡
部
家
の
住
人
の
様
子
や
出
来
事
、
日
々
の
蔵
勤
め
で
の
出
来
事
や
藩
か
ら
出

さ
れ
た
御
触
れ
の
内
容
、
周
囲
の
人
間
に
つ
い
て
、
桑
名
で
発
生
し
た
事
件
に
つ
い

て
な
ど
幅
広
く
そ
し
て
詳
し
く
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
桑
名
日
記
』
は
、
柏
崎

に
い
る
勝
之
助
と
の
い
わ
ば
交
換
日
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
勝
之
助
の

妻
お
き
く
も
読
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
仕
事
関
係
の
記
事
以
外
は
な
る
べ
く
仮
名
で

書
く
よ
う
努
め
ら
れ
て
い
る
の
も
本
日
記
の
特
徴
で
あ
る
。

　ほ
と
ん
ど
日
付
け
の
抜
け
が
な
い
た
め
、
詳
細
に
平
太
夫
や
鐐
之
助
の
様
子
を
追

う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節

　
渡
部
家
に
つ
い
て

　家
の
場
所
は
、
八
幡
瀬
古
庚
申
堂
北
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
渡
部
家
は
、
藩
中
で
も

旧
家
の
一
に
属
し
、
旧
家
十
八
軒
で
家
栄
講
を
組
織
し
て
時
々
会
食
を
し
て
い
た
。⑥

（
1
）
渡
部
平
太
夫
政
通

　桑
名
日
記
の
著
者
。

　渡
部
平
太
夫
政
通
は
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
奥
州
白
川
松
平
藩
士
片
山
家
に

生
ま
れ
渡
部
家
を
継
ぎ
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）、
藩
主
松
平
定
永
転
封
の
際
、

桑
名
に
居
住
し
家
を
矢
田
河
原
庚
申
堂
北
に
構
え
た
。
妻
お
増
と
の
間
に
、
女
子
は

得
た
が
男
子
は
生
ま
れ
ず
、
実
家
で
あ
る
新
地
の
片
山
家
か
ら
そ
の
甥
に
あ
た
る
勝

之
助
を
養
子
に
迎
え
、
同
じ
藩
士
で
あ
る
新
屋
敷
の
佐
藤
家
よ
り
お
き
く
を
娶
ら
せ
、

柳
原
の
地
に
新
居
を
も
た
せ
て
い
た
。

　嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
三
月
七
日
死
去
。

（
2
）
お
増

　浅
野
家
か
ら
平
太
夫
の
所
へ
嫁
い
で
き

た
か
。
本
名
は
お
増
だ
が
、
桑
名
日
記
内
で

は
「
お
ば
ば
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
、
名
前
で
呼
ば
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

　平
太
夫
の
死
後
、
嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）

九
月
に
お
増
と
鐐
之
助
は
柏
崎
に
移
住
し

て
い
る
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
二
月

二
十
六
日
に
柏
崎
で
、
七
十
三
歳
で
死
去
。

（
3
）
勝
之
助
、
お
き
く
、
お
ろ
く

　勝
之
助
は
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）

十
月
十
六
日
に
、
白
河
で
生
ま
れ
る
。
文

政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
桑
名
へ
移
り
、

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
正
月
の
御
役
替

で
、
勝
之
助
は
柏
崎
陣
屋
詰
を
拝
命
し
、

勝
之
助
・
お
き
く
・
鐐
之
助
は
平
太
夫
の

家
に
移
る
。
二
月
二
十
四
日
に
勝
之
助
は

お
き
く
と
鐐
之
助
を
平
太
夫
の
家
に
預
け

て
柏
崎
へ
単
身
赴
任
し
た
。

　お
き
く
は
三
月
十
九
日
に
お
ろ
く
を
産

む
が
、
五
月
末
日
、
鐐
之
助
を
平
太
夫
に

預
け
た
ま
ま
一
度
桑
名
に
戻
っ
て
来
た
勝

之
助
と
共
に
柏
崎
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。

勝
之
助
は
、
柏
崎
の
地
で
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
十
二
月
十
二
日
に
六
十
二

歳
で
亡
く
な
る
。

　お
き
く
は
、
安
政
元
年
（
一
八
五
五
）

十
月
二
十
四
日
に
第
六
子
で
あ
る
お
て
つ

を
産
み
、
翌
日
二
十
五
日
に
三
十
九
歳
で

亡
く
な
っ
た
。

図 1　渡部家家系図
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妻
で
あ
る
お
増
や
孫
の
鐐
之
助
そ

の
他
渡
部
家
の
住
人
の
様
子
や
出
来
事
、
日
々
の
蔵
勤
め
で
の
出
来
事
や
藩
か
ら
出

さ
れ
た
御
触
れ
の
内
容
、
周
囲
の
人
間
に
つ
い
て
、
桑
名
で
発
生
し
た
事
件
に
つ
い

て
な
ど
幅
広
く
そ
し
て
詳
し
く
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
桑
名
日
記
』
は
、
柏
崎

に
い
る
勝
之
助
と
の
い
わ
ば
交
換
日
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
勝
之
助
の

妻
お
き
く
も
読
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
仕
事
関
係
の
記
事
以
外
は
な
る
べ
く
仮
名
で

書
く
よ
う
努
め
ら
れ
て
い
る
の
も
本
日
記
の
特
徴
で
あ
る
。

　ほ
と
ん
ど
日
付
け
の
抜
け
が
な
い
た
め
、
詳
細
に
平
太
夫
や
鐐
之
助
の
様
子
を
追

う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節

　
渡
部
家
に
つ
い
て

　家
の
場
所
は
、
八
幡
瀬
古
庚
申
堂
北
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
渡
部
家
は
、
藩
中
で
も

旧
家
の
一
に
属
し
、
旧
家
十
八
軒
で
家
栄
講
を
組
織
し
て
時
々
会
食
を
し
て
い
た
。⑥

（
1
）
渡
部
平
太
夫
政
通

　桑
名
日
記
の
著
者
。

　渡
部
平
太
夫
政
通
は
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
奥
州
白
川
松
平
藩
士
片
山
家
に

生
ま
れ
渡
部
家
を
継
ぎ
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）、
藩
主
松
平
定
永
転
封
の
際
、

桑
名
に
居
住
し
家
を
矢
田
河
原
庚
申
堂
北
に
構
え
た
。
妻
お
増
と
の
間
に
、
女
子
は

得
た
が
男
子
は
生
ま
れ
ず
、
実
家
で
あ
る
新
地
の
片
山
家
か
ら
そ
の
甥
に
あ
た
る
勝

之
助
を
養
子
に
迎
え
、
同
じ
藩
士
で
あ
る
新
屋
敷
の
佐
藤
家
よ
り
お
き
く
を
娶
ら
せ
、

柳
原
の
地
に
新
居
を
も
た
せ
て
い
た
。

　嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
三
月
七
日
死
去
。

（
2
）
お
増

　浅
野
家
か
ら
平
太
夫
の
所
へ
嫁
い
で
き

た
か
。
本
名
は
お
増
だ
が
、
桑
名
日
記
内
で

は
「
お
ば
ば
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
、
名
前
で
呼
ば
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

　平
太
夫
の
死
後
、
嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）

九
月
に
お
増
と
鐐
之
助
は
柏
崎
に
移
住
し

て
い
る
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
二
月

二
十
六
日
に
柏
崎
で
、
七
十
三
歳
で
死
去
。

（
3
）
勝
之
助
、
お
き
く
、
お
ろ
く

　勝
之
助
は
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）

十
月
十
六
日
に
、
白
河
で
生
ま
れ
る
。
文

政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
桑
名
へ
移
り
、

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
正
月
の
御
役
替

で
、
勝
之
助
は
柏
崎
陣
屋
詰
を
拝
命
し
、

勝
之
助
・
お
き
く
・
鐐
之
助
は
平
太
夫
の

家
に
移
る
。
二
月
二
十
四
日
に
勝
之
助
は

お
き
く
と
鐐
之
助
を
平
太
夫
の
家
に
預
け

て
柏
崎
へ
単
身
赴
任
し
た
。

　お
き
く
は
三
月
十
九
日
に
お
ろ
く
を
産

む
が
、
五
月
末
日
、
鐐
之
助
を
平
太
夫
に

預
け
た
ま
ま
一
度
桑
名
に
戻
っ
て
来
た
勝

之
助
と
共
に
柏
崎
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。

勝
之
助
は
、
柏
崎
の
地
で
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
十
二
月
十
二
日
に
六
十
二

歳
で
亡
く
な
る
。

　お
き
く
は
、
安
政
元
年
（
一
八
五
五
）

十
月
二
十
四
日
に
第
六
子
で
あ
る
お
て
つ

を
産
み
、
翌
日
二
十
五
日
に
三
十
九
歳
で

亡
く
な
っ
た
。

図 1　渡部家家系図
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下級武士家庭におけるしつけと教育の男女による違い ―桑名日記を事例に―

　お
ろ
く
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
桑
名
藩
士
山
田
行
蔵
の
も
と
へ
嫁
い
だ

が
子
は
得
ら
れ
ず
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
二
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

（
4
）
鐐
之
助

　天
保
七
年
（
一
八
三
七
）
十
二
月
八
日
平
太
夫
の
養
子
勝
之
助
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。
勝
之
助
の
越
後
へ
の
転
勤
に
際
し
、
平
太
夫
の
家
へ
預
け
ら
れ
た
。
弘
化

元
年
（
一
八
四
五
）
十
月
七
日
に
禄
之
助
と
改
名
し
て
い
る
が
、
同
年
十
二
月
二
十

日
に
ま
た
も
と
の
鐐
之
助
へ
と
戻
っ
て
い
る
。

　嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
九
月
十
一
日
に
、
二
人
扶
持
新
郷
足
軽
に
召
出
さ
れ
、

安
政
二
年
（
一
八
五
六
）
三
石
を
賜
っ
た
が
、
翌
三
年
（
一
八
五
七
）
八
月
十
九
日

に
二
十
一
歳
で
死
去
し
て
い
る
。

第
二
章

　
鐐
之
助
の
教
育

　第
二
章
で
は
、
鐐
之
助
の
幼
児
期
か
ら
手
習
い
を
始
め
る
ま
で
に
か
け
て
平
太
夫

と
お
増
が
ど
の
よ
う
な
教
育
・
し
つ
け
を
施
し
て
い
た
の
か
を
見
て
い
く
。

第
一
節

　
両
親
の
役
割

　鐐
之
助
が
三
歳
の
時
に
柏
崎
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
両
親
・
勝
之
助
と
お
菊
は
、
勝

之
助
が
書
い
た
『
柏
崎
日
記
』
を
見
る
と
鐐
之
助
の
事
を
常
に
気
に
か
け
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
鐐
之
助
の
誕
生
日
に
は
毎
年
赤
飯
と
御
酒
を
用
意
し
、
近
隣
の

者
を
呼
ん
で
お
祝
い
し
た
り
、
桑
名
か
ら
状
が
届
け
ば
安
否
を
真
っ
先
に
確
認
し
て

い
る
。

　ま
た
、
鐐
之
助
が
手
習
い
を
始
め
て
清
書
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
清
書
が

状
と
一
緒
に
封
さ
れ
そ
れ
を
見
た
勝
之
助
が
周
り
の
人
に
も
自
慢
し
て
い
る
様
子
も

記
さ
れ
て
い
る
。

　天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
六
月
二
十
九
日
の
記
事
で
、
桑
名
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
鐐
之
助
の
清
書
を
見
た
勝
之
助
の
様
子
を
見
て
み
る
。

鐐
之
助
清
書
御
遣
し
被
下
誠
に
見
事
出
来
ま
さ
か
、
ヶ
様
に
者
出
来
申
間
敷
と

存
候
所
、
天
晴
れ
也
。

　上
記
の
様
に
、
見
事
な
褒
め
様
で
あ
る
。
こ
の
日
以
外
の
記
事
で
も
、
清
書
が
届

く
た
び
に
そ
の
出
来
に
感
心
し
褒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　ま
た
同
年
十
二
月
十
二
日
（
柏
崎
日
記
中
、
一
〇
〇
頁
）
に
は
、
勝
之
助
は
届
い

た
状
に
一
緒
に
封
さ
れ
て
い
た
鐐
之
助
の
清
書
を
品
川
と
い
う
人
物
に
見
せ
て
い
る
。

鐐
之
助
清
書
為
見
候
処
、
手
筋
宜
、
後
に
者
書
き
手
に
御
成
被
成
へ
し
と
感
心

被
致
候
。

　鐐
之
助
の
清
書
を
見
た
品
川
は
、
鐐
之
助
は
将
来
良
い
書
き
手
に
な
る
だ
ろ
う
と

感
心
し
て
い
る
。

　両
親
は
平
太
夫
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
口
を
出
し
て
居
る
様
子
は
な
く
、
む
し
ろ

表 1　渡部家年表

（『桑名日記  別冊』を基に作成）

4

祖
父
母
に
任
せ
き
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
様
子
が
分
か
る
の
が
、
天
保
十
四

年
（
一
八
四
三
）
十
二
月
十
一
日
の
記
事
（
柏
崎
日
記
中
、
一
〇
〇
頁
）
で
あ
る
。

鐐
之
助
清
書
御
遣
し
被
下
、
天
晴
見
事
に
出
来
驚
入
申
候
。
此
頃
迄
乳
を
呑
居

候
様
に
存
候
所
、
は
や
ヶ
様
に
相
成
候
と
は
、
偏
に
御
祖
父
母
様
方
之
御
蔭
と

難
有
、
お
き
く
も
誠
に
不
思
議
之
様
存
居
申
候
。

　つ
い
最
近
ま
で
乳
を
飲
ん
で
い
た
は
ず
の
鐐
之
助
が
い
つ
の
間
に
か
清
書
を
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
時
の
流
れ
の
速
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
成
長
で
き

た
の
は
祖
父
母
の
お
陰
だ
と
記
し
て
い
る
。

　し
か
し
、
鐐
之
助
が
手
習
い
よ
り
も
遊
び
に
精
を
出
し
て
い
る
の
に
は
難
色
を
示

し
て
お
り
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
六
）
一
月
九
日
（
桑
名
日
記
三
、八
五
頁
）
に
平

太
夫
の
も
と
に
届
い
た
状
に
は
、
鐐
之
助
に
遊
ぶ
よ
り
手
習
に
精
を
出
す
よ
う
に
頼

ん
で
く
れ
と
言
っ
て
い
る
。

宵
の
内
に
書
状
日
記
を
見
る
。
皆
々
無
事
に
而
安
堵
。
鐐
に
状
を
読
聞
せ
、
柏

崎
の
子
供
は
十
才
に
而
四
書
五
経
迄
済
た
も
の
か
幾
た
り
も
あ
る
か
ら
鐐
之
助

殺
生
凧
揚
よ
り
書
物
と
手
習
い
精
出
し
候
様
に
頼
と
言
て
来
た
、
若
精
か
出
ず

は
そ
う
言
て
よ
こ
し
て
く
れ
、
早
速
迎
ひ
に
行
と
言
て
よ
こ
し
た
か
ど
ふ
だ
と

言
た
れ
は
、
是
に
は
甚
当
惑
の
顔
色
に
て
、
溜
息
つ
き
、
毎
晩
御
じ
い
さ
寝
な

へ
寝
な
へ
と
言
奴
か
、
洗
湯
へ
行
た
留
守
に
し
ほ
し
ほ
と
寝
せ
て
貰
ふ
た
け
な
。

　勝
之
助
の
唯
一
の
懸
念
点
は
、
鐐
之
助
の
手
習
へ
の
積
極
性
で
あ
っ
た
。

第
二
節

　
幼
児
期
の
し
つ
け

　第
二
節
で
は
、
初
め
に
平
太
夫
と
お
増
が
ど
の
よ
う
に
し
つ
け
を
行
っ
て
い
た
の

か
、
そ
し
て
次
に
、
平
太
夫
と
お
増
を
含
む
鐐
之
助
の
周
り
に
い
た
大
人
た
ち
が
ど

の
よ
う
に
鐐
之
助
と
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
見
て
い
く
。
最
後
に
、
鐐
之
助
の
誕
生

日
に
つ
い
て
触
れ
る
。

（
1
）
祖
父
母
に
よ
る
し
つ
け

　中
村
は
江
戸
後
期
に
活
躍
し
た
京
都
出
身
の
漢
学
者
で
、『
父
子
訓
』
は
上
巻
「
父

之
部
」
と
下
巻
「
子
之
部
」
か
ら
成
る
、
父
の
心
得
と
子
の
心
得
を
併
せ
て
説
い
た

教
訓
書
で
あ
る
。
中
村
は
『
父
子
訓
』
の
中
で
、
五
六
歳
の
頃
か
ら
礼
儀
を
教
え
る

様
に
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
七
歳
で
男
女
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
を
止
め
さ
せ
、
男

女
の
別
を
学
ば
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。⑦

　男
女
の
別
に
つ
い
て
は
日
記
の
中
で
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
礼
儀
の
教
育
に
つ

い
て
は
書
か
れ
て
い
る
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
一
月
十
日
（
桑
名
日
記
一
、

一
二
四
頁
）、
鐐
之
助
が
五
歳
の
時
で
あ
る
。
家
に
来
て
居
た
浅
野
の
お
じ
い
さ
と

い
う
人
物
が
鐐
之
助
に
何
か
く
れ
る
そ
う
だ
か
ら
、「
御
め
で
た
ふ
御
ざ
り
ま
す
と

御
じ
ぎ
を
し
や
れ
」
と
平
太
夫
が
鐐
之
助
に
言
う
と
、
鐐
之
助
は
う
ろ
た
え
な
が
ら

も
に
こ
に
こ
と
笑
い
な
が
ら
言
わ
れ
た
通
り
に
「
御
め
で
た
ふ
御
さ
り
ま
す
」
と
お

じ
ぎ
を
し
て
、
浅
野
の
お
じ
い
さ
か
ら
菓
子
を
貰
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
以
前
に
は

鐐
之
助
に
お
辞
儀
を
し
ろ
、
挨
拶
を
し
ろ
と
言
っ
て
い
る
記
事
は
見
受
け
ら
れ
な
い

た
め
、
五
歳
頃
か
ら
礼
儀
に
つ
い
て
教
え
始
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　し
か
し
、
鐐
之
助
が
三
歳
の
時
か
ら
既
に
見
様
見
真
似
か
家
に
来
た
人
に
向

か
っ
て
お
辞
儀
を
し
て
い
る
記
事
も
あ
る
た
め
、
見
様
見
真
似
で
あ
る
程
度
の
礼

儀
作
法
は
学
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
該
当
の
記
事
は
天
保
十
年

（
一
八
三
九
）
十
一
月
十
二
日
（
桑
名
日
記
一
、三
五
頁
）
で
あ
る
。

三
わ
が
い
と
ま
ご
ひ
に
見
へ
る
鐐
こ
も
出
て
御
じ
ぎ
を
す
る
。

　鐐
之
助
は
と
に
か
く
元
気
が
あ
り
余
り
毎
日
遊
び
に
出
か
け
、
わ
が
ま
ま
を
言
っ

て
周
り
の
人
を
困
ら
せ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
日
記
の
中
で
も
二
人
が
鐐
之

助
に
対
し
て
、
日
に
日
に
口
が
ま
わ
る
よ
う
に
な
り
大
口
を
た
た
く
よ
う
に
な
っ
た

り
、
わ
が
ま
ま
を
言
っ
た
り
、
あ
れ
こ
れ
と
欲
し
が
る
の
に
は
困
ら
さ
れ
る
、
と
言
っ

て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

鐐
こ
此
あ
い
だ
は
り
か
ふ
に
な
り
手
の
と
ど
か
ぬ
と
こ
へ
は
ひ
ば
こ
を
も
ち
出

し
た
ん
す
の
う
へ
の
も
の
を
と
る
や
ら
中
ど
こ
の
う
え
へ
上
る
。
御
ぶ
つ
だ
ん

へ
あ
が
り
と
び
お
り
る
わ
る
さ
を
す
る
に
こ
ま
る
。
そ
れ
に
き
も
の
は
よ
ご
す
。
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3

下級武士家庭におけるしつけと教育の男女による違い ―桑名日記を事例に―

　お
ろ
く
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
桑
名
藩
士
山
田
行
蔵
の
も
と
へ
嫁
い
だ

が
子
は
得
ら
れ
ず
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
二
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

（
4
）
鐐
之
助

　天
保
七
年
（
一
八
三
七
）
十
二
月
八
日
平
太
夫
の
養
子
勝
之
助
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。
勝
之
助
の
越
後
へ
の
転
勤
に
際
し
、
平
太
夫
の
家
へ
預
け
ら
れ
た
。
弘
化

元
年
（
一
八
四
五
）
十
月
七
日
に
禄
之
助
と
改
名
し
て
い
る
が
、
同
年
十
二
月
二
十

日
に
ま
た
も
と
の
鐐
之
助
へ
と
戻
っ
て
い
る
。

　嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
九
月
十
一
日
に
、
二
人
扶
持
新
郷
足
軽
に
召
出
さ
れ
、

安
政
二
年
（
一
八
五
六
）
三
石
を
賜
っ
た
が
、
翌
三
年
（
一
八
五
七
）
八
月
十
九
日

に
二
十
一
歳
で
死
去
し
て
い
る
。

第
二
章

　
鐐
之
助
の
教
育

　第
二
章
で
は
、
鐐
之
助
の
幼
児
期
か
ら
手
習
い
を
始
め
る
ま
で
に
か
け
て
平
太
夫

と
お
増
が
ど
の
よ
う
な
教
育
・
し
つ
け
を
施
し
て
い
た
の
か
を
見
て
い
く
。

第
一
節

　
両
親
の
役
割

　鐐
之
助
が
三
歳
の
時
に
柏
崎
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
両
親
・
勝
之
助
と
お
菊
は
、
勝

之
助
が
書
い
た
『
柏
崎
日
記
』
を
見
る
と
鐐
之
助
の
事
を
常
に
気
に
か
け
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
鐐
之
助
の
誕
生
日
に
は
毎
年
赤
飯
と
御
酒
を
用
意
し
、
近
隣
の

者
を
呼
ん
で
お
祝
い
し
た
り
、
桑
名
か
ら
状
が
届
け
ば
安
否
を
真
っ
先
に
確
認
し
て

い
る
。

　ま
た
、
鐐
之
助
が
手
習
い
を
始
め
て
清
書
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
清
書
が

状
と
一
緒
に
封
さ
れ
そ
れ
を
見
た
勝
之
助
が
周
り
の
人
に
も
自
慢
し
て
い
る
様
子
も

記
さ
れ
て
い
る
。

　天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
六
月
二
十
九
日
の
記
事
で
、
桑
名
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
鐐
之
助
の
清
書
を
見
た
勝
之
助
の
様
子
を
見
て
み
る
。

鐐
之
助
清
書
御
遣
し
被
下
誠
に
見
事
出
来
ま
さ
か
、
ヶ
様
に
者
出
来
申
間
敷
と

存
候
所
、
天
晴
れ
也
。

　上
記
の
様
に
、
見
事
な
褒
め
様
で
あ
る
。
こ
の
日
以
外
の
記
事
で
も
、
清
書
が
届

く
た
び
に
そ
の
出
来
に
感
心
し
褒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　ま
た
同
年
十
二
月
十
二
日
（
柏
崎
日
記
中
、
一
〇
〇
頁
）
に
は
、
勝
之
助
は
届
い

た
状
に
一
緒
に
封
さ
れ
て
い
た
鐐
之
助
の
清
書
を
品
川
と
い
う
人
物
に
見
せ
て
い
る
。

鐐
之
助
清
書
為
見
候
処
、
手
筋
宜
、
後
に
者
書
き
手
に
御
成
被
成
へ
し
と
感
心

被
致
候
。

　鐐
之
助
の
清
書
を
見
た
品
川
は
、
鐐
之
助
は
将
来
良
い
書
き
手
に
な
る
だ
ろ
う
と

感
心
し
て
い
る
。

　両
親
は
平
太
夫
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
口
を
出
し
て
居
る
様
子
は
な
く
、
む
し
ろ

表 1　渡部家年表

（『桑名日記  別冊』を基に作成）
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祖
父
母
に
任
せ
き
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
様
子
が
分
か
る
の
が
、
天
保
十
四

年
（
一
八
四
三
）
十
二
月
十
一
日
の
記
事
（
柏
崎
日
記
中
、
一
〇
〇
頁
）
で
あ
る
。

鐐
之
助
清
書
御
遣
し
被
下
、
天
晴
見
事
に
出
来
驚
入
申
候
。
此
頃
迄
乳
を
呑
居

候
様
に
存
候
所
、
は
や
ヶ
様
に
相
成
候
と
は
、
偏
に
御
祖
父
母
様
方
之
御
蔭
と

難
有
、
お
き
く
も
誠
に
不
思
議
之
様
存
居
申
候
。

　つ
い
最
近
ま
で
乳
を
飲
ん
で
い
た
は
ず
の
鐐
之
助
が
い
つ
の
間
に
か
清
書
を
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
時
の
流
れ
の
速
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
成
長
で
き

た
の
は
祖
父
母
の
お
陰
だ
と
記
し
て
い
る
。

　し
か
し
、
鐐
之
助
が
手
習
い
よ
り
も
遊
び
に
精
を
出
し
て
い
る
の
に
は
難
色
を
示

し
て
お
り
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
六
）
一
月
九
日
（
桑
名
日
記
三
、八
五
頁
）
に
平

太
夫
の
も
と
に
届
い
た
状
に
は
、
鐐
之
助
に
遊
ぶ
よ
り
手
習
に
精
を
出
す
よ
う
に
頼

ん
で
く
れ
と
言
っ
て
い
る
。

宵
の
内
に
書
状
日
記
を
見
る
。
皆
々
無
事
に
而
安
堵
。
鐐
に
状
を
読
聞
せ
、
柏

崎
の
子
供
は
十
才
に
而
四
書
五
経
迄
済
た
も
の
か
幾
た
り
も
あ
る
か
ら
鐐
之
助

殺
生
凧
揚
よ
り
書
物
と
手
習
い
精
出
し
候
様
に
頼
と
言
て
来
た
、
若
精
か
出
ず

は
そ
う
言
て
よ
こ
し
て
く
れ
、
早
速
迎
ひ
に
行
と
言
て
よ
こ
し
た
か
ど
ふ
だ
と

言
た
れ
は
、
是
に
は
甚
当
惑
の
顔
色
に
て
、
溜
息
つ
き
、
毎
晩
御
じ
い
さ
寝
な

へ
寝
な
へ
と
言
奴
か
、
洗
湯
へ
行
た
留
守
に
し
ほ
し
ほ
と
寝
せ
て
貰
ふ
た
け
な
。

　勝
之
助
の
唯
一
の
懸
念
点
は
、
鐐
之
助
の
手
習
へ
の
積
極
性
で
あ
っ
た
。

第
二
節

　
幼
児
期
の
し
つ
け

　第
二
節
で
は
、
初
め
に
平
太
夫
と
お
増
が
ど
の
よ
う
に
し
つ
け
を
行
っ
て
い
た
の

か
、
そ
し
て
次
に
、
平
太
夫
と
お
増
を
含
む
鐐
之
助
の
周
り
に
い
た
大
人
た
ち
が
ど

の
よ
う
に
鐐
之
助
と
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
見
て
い
く
。
最
後
に
、
鐐
之
助
の
誕
生

日
に
つ
い
て
触
れ
る
。

（
1
）
祖
父
母
に
よ
る
し
つ
け

　中
村
は
江
戸
後
期
に
活
躍
し
た
京
都
出
身
の
漢
学
者
で
、『
父
子
訓
』
は
上
巻
「
父

之
部
」
と
下
巻
「
子
之
部
」
か
ら
成
る
、
父
の
心
得
と
子
の
心
得
を
併
せ
て
説
い
た

教
訓
書
で
あ
る
。
中
村
は
『
父
子
訓
』
の
中
で
、
五
六
歳
の
頃
か
ら
礼
儀
を
教
え
る

様
に
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
七
歳
で
男
女
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
を
止
め
さ
せ
、
男

女
の
別
を
学
ば
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。⑦

　男
女
の
別
に
つ
い
て
は
日
記
の
中
で
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
礼
儀
の
教
育
に
つ

い
て
は
書
か
れ
て
い
る
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
一
月
十
日
（
桑
名
日
記
一
、

一
二
四
頁
）、
鐐
之
助
が
五
歳
の
時
で
あ
る
。
家
に
来
て
居
た
浅
野
の
お
じ
い
さ
と

い
う
人
物
が
鐐
之
助
に
何
か
く
れ
る
そ
う
だ
か
ら
、「
御
め
で
た
ふ
御
ざ
り
ま
す
と

御
じ
ぎ
を
し
や
れ
」
と
平
太
夫
が
鐐
之
助
に
言
う
と
、
鐐
之
助
は
う
ろ
た
え
な
が
ら

も
に
こ
に
こ
と
笑
い
な
が
ら
言
わ
れ
た
通
り
に
「
御
め
で
た
ふ
御
さ
り
ま
す
」
と
お

じ
ぎ
を
し
て
、
浅
野
の
お
じ
い
さ
か
ら
菓
子
を
貰
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
以
前
に
は

鐐
之
助
に
お
辞
儀
を
し
ろ
、
挨
拶
を
し
ろ
と
言
っ
て
い
る
記
事
は
見
受
け
ら
れ
な
い

た
め
、
五
歳
頃
か
ら
礼
儀
に
つ
い
て
教
え
始
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　し
か
し
、
鐐
之
助
が
三
歳
の
時
か
ら
既
に
見
様
見
真
似
か
家
に
来
た
人
に
向

か
っ
て
お
辞
儀
を
し
て
い
る
記
事
も
あ
る
た
め
、
見
様
見
真
似
で
あ
る
程
度
の
礼

儀
作
法
は
学
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
該
当
の
記
事
は
天
保
十
年

（
一
八
三
九
）
十
一
月
十
二
日
（
桑
名
日
記
一
、三
五
頁
）
で
あ
る
。

三
わ
が
い
と
ま
ご
ひ
に
見
へ
る
鐐
こ
も
出
て
御
じ
ぎ
を
す
る
。

　鐐
之
助
は
と
に
か
く
元
気
が
あ
り
余
り
毎
日
遊
び
に
出
か
け
、
わ
が
ま
ま
を
言
っ

て
周
り
の
人
を
困
ら
せ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
日
記
の
中
で
も
二
人
が
鐐
之

助
に
対
し
て
、
日
に
日
に
口
が
ま
わ
る
よ
う
に
な
り
大
口
を
た
た
く
よ
う
に
な
っ
た

り
、
わ
が
ま
ま
を
言
っ
た
り
、
あ
れ
こ
れ
と
欲
し
が
る
の
に
は
困
ら
さ
れ
る
、
と
言
っ

て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

鐐
こ
此
あ
い
だ
は
り
か
ふ
に
な
り
手
の
と
ど
か
ぬ
と
こ
へ
は
ひ
ば
こ
を
も
ち
出

し
た
ん
す
の
う
へ
の
も
の
を
と
る
や
ら
中
ど
こ
の
う
え
へ
上
る
。
御
ぶ
つ
だ
ん

へ
あ
が
り
と
び
お
り
る
わ
る
さ
を
す
る
に
こ
ま
る
。
そ
れ
に
き
も
の
は
よ
ご
す
。

286

（20）（21）
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き
せ
か
へ
て
あ
ろ
ふ
て
ほ
す
。
又
よ
ご
す
ま
た
き
せ
か
へ
る
。
そ
の
く
せ
あ
た

ら
し
き
も
の
を
着
た
が
る
。

（
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
五
月
十
三
日
、
桑
名
日
記
一
、七
一
頁
）

鐐
こ
の
手
伝
に
は
こ
ま
る
。あ
ま
り
げ
ん
き
よ
す
ぎ
、さ
わ
ぐ
と
も
さ
わ
ぐ
と
も
あ

さ
か
ら
ば
ん
ま
で
お
と
と
ひ
よ
り
そ
ば
に
つ
き
ど
ふ
し
。お
ば
ば
は
大
よ
ろ
こ
び
。

（
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
二
月
二
十
九
日
、
桑
名
日
記
一
、一
二
一
頁
）

　困
ら
さ
れ
て
い
る
内
容
を
見
て
い
く
だ
け
で
も
、
鐐
之
助
が
日
に
日
に
で
き
る
よ

う
に
な
る
事
が
増
え
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、

口
が
達
者
に
な
る
こ
と
で
言
う
こ
と
を
聞
か
な
か
っ
た
り
、
大
口
を
た
た
く
よ
う
に

な
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
困
る
記
事
で
あ
る
。
平
太
夫
と
お
増
に
と
っ
て
は
ど
う

し
よ
う
も
な
い
悪
坊
主
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
元
気
に
順
調
に
成
長
し
て
い
る

証
拠
と
も
言
え
る
。

　そ
ん
な
鐐
之
助
に
平
太
夫
と
お
増
は
手
を
焼
い
て
い
る
が
、
二
人
は
ど
の
よ
う
に

鐐
之
助
に
し
つ
け
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　何
度
注
意
さ
れ
て
も
悪
さ
を
止
め
な
い
鐐
之
助
が
必
ず
悪
さ
を
止
め
る
言
葉
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
越
後
へ
や
る
ぞ
」
と
い
う
脅
し
文
句
で
あ
る
。
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）
十
月
四
日
（
桑
名
日
記
一
、一
〇
二
頁
）
に
、
鐐
之
助
は
お
増
に
長
吉

の
真
似
が
し
た
い
か
ら
髪
に
筋
を
引
い
て
く
れ
と
頼
む
が
、
お
増
は
家
中
の
者
が
町

の
者
の
真
似
な
ん
ぞ
す
る
も
の
で
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
や
り
た
い
と
言

う
鐐
之
助
に
対
し
、
お
増
は
言
う
こ
と
が
聞
け
な
い
の
な
ら
馬
に
乗
せ
て
越
後
へ

や
っ
て
代
り
に
お
ろ
く
を
連
れ
て
来
て
一
緒
に
寝
る
か
ら
そ
う
す
る
が
い
い
、
と
鐐

之
助
に
言
っ
た
た
め
鐐
之
助
は
泣
き
出
し
て
い
る
。

　鐐
之
助
は
越
後
へ
行
く
こ
と
を
と
て
も
嫌
が
っ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
何
か
と
鐐

之
助
が
悪
さ
を
す
る
た
び
に
越
後
の
名
を
出
す
た
め
、
鐐
之
助
は
越
後
が
悪
い
場
所

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
だ
と
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
十
月
十
八
日
（
桑
名
日

記
一
、三
〇
頁
）
の
条
で
記
さ
れ
て
い
る
。

し
ん
や
し
き
の
あ
ね
が
に
く
い
と
て
し
し
や
が
こ
ん
な
や
く
に
も
た
た
ぬ
に
く

ら
し
い
ね
こ
だ
と
い
わ
ん
し
た
ら
鐐
こ
の
い
ふ
に
は
そ
ん
な
ら
お
□
に
の
し
て

え
ち
ご
へ
や
ん
な
へ
と
い
ふ
た
げ
な
そ
れ
は
ど
ふ
い
ふ
事
だ
と
い
ふ
に
鐐
こ
の

わ
る
さ
を
し
て
し
か
た
の
な
へ
と
き
そ
の
や
ふ
に
わ
る
さ
を
す
る
と
え
ち
ご
へ

や
る
ぞ
と
お
ば
ば
が
い
ふ
の
を
き
ひ
て
お
る
ゆ
へ
そ
ふ
い
ふ
た
ろ
う
と
え
ち
ご

は
ど
ち
ら
ほ
ど
か
わ
る
い
事
□
思
ふ
て
い
る
と
□
み
な
み
な
大
わ
ら
ひ
い
た
す

　そ
の
た
め
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
十
二
月
二
十
二
日
（
桑
名
日
記
二
、

一
一
七
頁
）
の
条
で
は
、
柏
崎
に
い
る
鐐
之
助
の
父
親
で
あ
る
勝
之
助
か
ら
状
が
届

き
父
母
そ
し
て
妹
の
話
に
な
る
が
、
鐐
之
助
は
両
親
・
兄
弟
の
顔
を
忘
れ
た
か
ら
顔

を
見
た
い
と
言
う
。
平
太
夫
が
そ
れ
な
ら
柏
崎
へ
行
く
と
い
い
と
言
う
が
鐐
之
助
は

「
お
れ
は
お
じ
い
さ
の
子
だ
か
ら
行
か
な
い
」、
と
返
事
し
て
い
る
。
三
歳
で
親
と
離

れ
一
人
祖
父
母
の
家
に
暮
ら
し
、
二
年
も
経
っ
た
今
で
は
鐐
之
助
の
両
親
は
実
の
両

親
で
は
な
く
、
平
太
夫
と
お
増
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　こ
こ
で
一
つ
鐐
之
助
の
両
親
そ
し
て
祖
父
母
へ
の
認
識
に
つ
い
て
伺
え
る
良
い
記

事
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
桑
名
日
記
』
が
書
き
始
め
ら
れ
る
き
っ
か
け
で
も
あ
る
父
・

勝
之
助
と
母
・
お
き
く
が
柏
崎
へ
移
る
二
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
晦
日
に
か
け
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
勝
之
助
は
柏
崎
へ
出
立
し
た
二
月
二
十
五
日
（
桑
名
日
記
一
、

一
頁
）、
鐐
之
助
は
「
ち
ゃ
ち
ゃ
は
ど
こ
へ
行
っ
た
」
と
平
太
夫
に
尋
ね
、「
ち
ゃ

ち
ゃ
は
越
後
へ
行
っ
た
」
と
答
え
る
と
「
フ
ウ
ン
…
」
と
だ
け
答
え
て
ま
た
眠
っ
て

し
ま
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
三
月
十
九
日
（
桑
名
日
記
一
、二
頁
）
に

お
ろ
く
が
誕
生
す
る
が
、
こ
の
日
を
境
に
こ
れ
ま
で
母
に
べ
っ
た
り
だ
っ
た
鐐
之
助

が
大
人
し
く
な
り
決
し
て
母
の
側
に
近
寄
る
事
は
な
く
お
増
に
べ
っ
た
り
に
な
る
よ

う
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

お
き
く
卯
の
刻
出
産
女
子
出
生
。
扨
鐐
之
助
事
昨
日
ま
で
も
か
か
か
か
と
申
母

の
顔
見
候
得
は
御
乳
ぼ
う
ぼ
う
と
申
朝
も
ね
せ
抜
候
跡
に
て
目
覚
直
に
か
か
か

か
か
か
申
候
故
大
案
事
い
た
し
候
処
昨
夕
方
婆
々
に
お
ば
れ
も
う
な
か
ぬ
は
と

申
直
に
眠
り
九
つ
過
頃
本
当
に
寝
候
得
共
目
も
不
覚
。
今
朝
出
生
の
泣
き
声
聞

き
付
け
あ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
と
申
故
あ
れ
は
ね
ん
ね
の
声
と
申
候
へ
は
猫
様
だ

ね
へ
と
申
。
至
極
お
と
な
し
く
夫
よ
り
決
而
母
の
側
へ
は
不
寄
。
何
事
も
婆
婆

と
申
候
故
案
に
相
違
お
と
な
し
く
皆
々
歓
候
。

6

　さ
ら
に
三
月
二
十
九
日
（
桑
名
日
記
一
、三
頁
）
に
は
、
鐐
之
助
が
朝
目
覚
め
た

時
母
で
は
な
く
お
増
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
事
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て

平
太
夫
と
お
増
の
二
人
は
安
堵
し
て
い
た
。

鐐
児
も
母
に
不
付
寝
起
き
に
も
ば
ば
ば
ば
と
斗
申
故
大
安

堵
也
。

　そ
し
て
母
と
お
ろ
く
が
柏
崎
に
出
立
す
る
五
月
晦
日（
桑
名
日
記
一
、四
頁
）に
は
、

鐐
之
助
は
朝
起
き
て
も
二
人
に
つ
い
て
尋
ね
る
こ
と
は
な
く
、
い
つ
も
通
り
過
ご
し

て
い
た
と
い
う
。

け
さ
め
を
さ
ま
し
て
も
さ
つ
ぱ
り
た
づ
ね
ず
よ
し
ほ
ど
な
く
め
を
さ
ま
し
お
ば

ば
の
ち
ち
を
な
め
そ
れ
よ
り
あ
か
の
ま
ま
お
む
す
び
を
た
べ
て
つ
ぼ
う
と
き
げ

ん
よ
く
大
さ
わ
ぎ
あ
そ
ぶ
お
り
ふ
し
な
ご
や
の
か
た
よ
り
み
や
の
こ
た
に
あ
た

り
夕
だ
ち
み
ゆ
る
こ
の
ほ
う
は
ふ
く
じ
ま
ま
で
あ
め
み
へ
そ
う
ら
へ
ど
も
こ
ち

ら
は
は
ら
は
ら
と
し
て
ふ
ら
ず
ま
た
す
こ
し
た
ち
多
ど
の
か
た
よ
り
夕
だ
ち
か

か
り
大
ぶ
ん
の
ふ
り
に
て
風
も
ふ
き
す
ず
し
く
な
る

　以
上
の
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
鐐
之
助
は
お
ろ
く
の
誕
生
を
境
に
母
か
ら
祖
母

へ
と
甘
え
る
対
象
が
変
わ
り
、
当
時
三
歳
と
い
う
幼
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
両

親
と
離
れ
る
こ
と
に
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の

鐐
之
助
は
完
全
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
っ
子
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
っ
子
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　も
う
一
点
し
つ
け
の
事
例
は
、
鐐
之
助
が
中
々
食
事
を
し
よ
う
と
し
な
い
時
の

対
応
で
あ
る
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
七
月
二
十
五
日
の
条
（
桑
名
日
記
一
、

一
八
二
頁
）
で
は
、
夕
飯
を
食
べ
て
い
る
途
中
で
眠
く
な
っ
て
し
ま
い
横
に
な
る
鐐

之
助
。
そ
れ
を
見
た
平
太
夫
が
、
以
下
の
様
に
言
っ
て
い
る
。

そ
れ
や
つ
の
が
は
へ
る
、
し
つ
ほ
が
で
る
、
そ
ん
な
ざ
ま
で
は
す
も
う
と
つ
て

も
お
じ
い
さ
の
小
ゆ
び
で
も
な
げ
つ
け
て
や
る

　こ
れ
を
言
わ
れ
た
鐐
之
助
は
直
に
起
き
あ
が
り
平
太
夫
の
小
指
に
つ
か
ま
る
が
、

平
太
夫
に
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
て
し
ま
う
。
完
全
に
目
が
覚
め
た
鐐
之
助
は
慌
て
て
ご

飯
を
食
べ
、
平
太
夫
に
相
撲
を
挑
み
、
三
番
勝
負
で
平
太
夫
が
負
け
て
や
っ
て
い
る
。

　二
人
の
し
つ
け
の
お
陰
か
、
鐐
之
助
は
優
し
い
子
供
へ
と
育
っ
て
い
る
。
鐐
之
助

が
八
歳
の
時
に
、
お
増
が
鐐
之
助
の
結
婚
を
話
題
に
出
し
て
い
る
。

…
お
は
は
云
に
は
、
お
ば
も
今
年
は
ど
ふ
し
て
も
嫁
に
や
ら
ず
は
成
ま
ひ
し
、

鐐
之
嫁
取
に
は
ま
だ
十
年
の
余
有
お
は
は
も
骨
か
折
る
、
困
つ
た
も
の
た
と
云

た
れ
は
、
暫
鐐
考
て
居
た
け
な
が
、
鐐
お
れ
が
嫁
取
と
、
お
は
は
に
ら
く
さ
せ

て
上
る
か
ら
、
案
事
な
ん
な
、
し
か
し
嫁
と
二
人
て
は
淋
し
か
ろ
ふ
て
、
お
は

は
お
ば
ば
も
御
し
い
さ
も
居
る
が
や
、
鐐
そ
れ
な
ら
さ
び
し
く
な
い
か
ら
え
え

と
云
た
迚
、
腹
筋
よ
つ
て
皆
々
笑
ふ
た
げ
な
。

（
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
四
月
五
日
、
桑
名
日
記
三
、二
一
頁
）

　鐐
之
助
が
嫁
を
取
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
あ
と
十
年
は
あ
る
こ
と
に
お
増
は
嘆
い

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
鐐
之
助
が
、「
お
れ
が
嫁
を
取
っ
て
お
ば
ば

を
楽
さ
せ
て
や
る
か
ら
、
心
配
す
る
な
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
嫁
と
二

人
き
り
で
は
淋
し
い
の
で
平
太
夫
と
お
増
と
一
緒
に
住
も
う
と
し
て
お
り
、
ま
だ
ま

だ
鐐
之
助
が
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
発
言
で
あ
る
。

　上
記
の
様
に
、時
に
は
悪
さ
を
し
て
周
り
の
大
人
を
困
ら
せ
て
い
た
鐐
之
助
だ
が
、

同
時
に
と
て
も
愛
さ
れ
大
切
に
さ
れ
て
い
た
心
優
し
い
子
供
で
も
あ
っ
た
。
平
太
夫

と
お
増
も
基
本
的
に
鐐
之
助
の
出
し
た
要
求
に
は
答
え
、
駄
目
な
事
は
駄
目
と
教
え

な
が
ら
平
太
夫
と
お
増
は
鐐
之
助
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
鐐
之
助
を
見
守
る
大
人
た
ち

　教
育
社
会
史
に
お
い
て
、
子
供
は
「
家
」
の
子
供
だ
け
で
な
く
「
村
の
子
供
」
で

あ
る
と
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
子
ど
も
が
共
同
体
の
再
生
産
に
関
わ
る
た
め
、
村
の

大
人
全
員
で
子
供
の
成
長
を
見
守
り
、
子
育
て
に
関
わ
る
こ
と
で
子
供
は
多
く
の
人
と

関
わ
り
、
結
果
的
に
必
要
な
知
識
や
心
構
え
を
自
然
に
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。⑧

　鐐
之
助
は
毎
日
他
の
家
の
子
供
や
大
人
と
見
世
物
を
見
に
行
っ
た
り
、
遊
び
に
出

か
け
た
り
し
て
沢
山
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
。
あ
る
程
度
一
人
で
行
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き
せ
か
へ
て
あ
ろ
ふ
て
ほ
す
。
又
よ
ご
す
ま
た
き
せ
か
へ
る
。
そ
の
く
せ
あ
た

ら
し
き
も
の
を
着
た
が
る
。

（
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
五
月
十
三
日
、
桑
名
日
記
一
、七
一
頁
）

鐐
こ
の
手
伝
に
は
こ
ま
る
。あ
ま
り
げ
ん
き
よ
す
ぎ
、さ
わ
ぐ
と
も
さ
わ
ぐ
と
も
あ

さ
か
ら
ば
ん
ま
で
お
と
と
ひ
よ
り
そ
ば
に
つ
き
ど
ふ
し
。お
ば
ば
は
大
よ
ろ
こ
び
。

（
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
二
月
二
十
九
日
、
桑
名
日
記
一
、一
二
一
頁
）

　困
ら
さ
れ
て
い
る
内
容
を
見
て
い
く
だ
け
で
も
、
鐐
之
助
が
日
に
日
に
で
き
る
よ

う
に
な
る
事
が
増
え
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、

口
が
達
者
に
な
る
こ
と
で
言
う
こ
と
を
聞
か
な
か
っ
た
り
、
大
口
を
た
た
く
よ
う
に

な
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
困
る
記
事
で
あ
る
。
平
太
夫
と
お
増
に
と
っ
て
は
ど
う

し
よ
う
も
な
い
悪
坊
主
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
元
気
に
順
調
に
成
長
し
て
い
る

証
拠
と
も
言
え
る
。

　そ
ん
な
鐐
之
助
に
平
太
夫
と
お
増
は
手
を
焼
い
て
い
る
が
、
二
人
は
ど
の
よ
う
に

鐐
之
助
に
し
つ
け
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　何
度
注
意
さ
れ
て
も
悪
さ
を
止
め
な
い
鐐
之
助
が
必
ず
悪
さ
を
止
め
る
言
葉
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
越
後
へ
や
る
ぞ
」
と
い
う
脅
し
文
句
で
あ
る
。
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）
十
月
四
日
（
桑
名
日
記
一
、一
〇
二
頁
）
に
、
鐐
之
助
は
お
増
に
長
吉

の
真
似
が
し
た
い
か
ら
髪
に
筋
を
引
い
て
く
れ
と
頼
む
が
、
お
増
は
家
中
の
者
が
町

の
者
の
真
似
な
ん
ぞ
す
る
も
の
で
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
や
り
た
い
と
言

う
鐐
之
助
に
対
し
、
お
増
は
言
う
こ
と
が
聞
け
な
い
の
な
ら
馬
に
乗
せ
て
越
後
へ

や
っ
て
代
り
に
お
ろ
く
を
連
れ
て
来
て
一
緒
に
寝
る
か
ら
そ
う
す
る
が
い
い
、
と
鐐

之
助
に
言
っ
た
た
め
鐐
之
助
は
泣
き
出
し
て
い
る
。

　鐐
之
助
は
越
後
へ
行
く
こ
と
を
と
て
も
嫌
が
っ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
何
か
と
鐐

之
助
が
悪
さ
を
す
る
た
び
に
越
後
の
名
を
出
す
た
め
、
鐐
之
助
は
越
後
が
悪
い
場
所

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
だ
と
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
十
月
十
八
日
（
桑
名
日

記
一
、三
〇
頁
）
の
条
で
記
さ
れ
て
い
る
。

し
ん
や
し
き
の
あ
ね
が
に
く
い
と
て
し
し
や
が
こ
ん
な
や
く
に
も
た
た
ぬ
に
く

ら
し
い
ね
こ
だ
と
い
わ
ん
し
た
ら
鐐
こ
の
い
ふ
に
は
そ
ん
な
ら
お
□
に
の
し
て

え
ち
ご
へ
や
ん
な
へ
と
い
ふ
た
げ
な
そ
れ
は
ど
ふ
い
ふ
事
だ
と
い
ふ
に
鐐
こ
の

わ
る
さ
を
し
て
し
か
た
の
な
へ
と
き
そ
の
や
ふ
に
わ
る
さ
を
す
る
と
え
ち
ご
へ

や
る
ぞ
と
お
ば
ば
が
い
ふ
の
を
き
ひ
て
お
る
ゆ
へ
そ
ふ
い
ふ
た
ろ
う
と
え
ち
ご

は
ど
ち
ら
ほ
ど
か
わ
る
い
事
□
思
ふ
て
い
る
と
□
み
な
み
な
大
わ
ら
ひ
い
た
す

　そ
の
た
め
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
十
二
月
二
十
二
日
（
桑
名
日
記
二
、

一
一
七
頁
）
の
条
で
は
、
柏
崎
に
い
る
鐐
之
助
の
父
親
で
あ
る
勝
之
助
か
ら
状
が
届

き
父
母
そ
し
て
妹
の
話
に
な
る
が
、
鐐
之
助
は
両
親
・
兄
弟
の
顔
を
忘
れ
た
か
ら
顔

を
見
た
い
と
言
う
。
平
太
夫
が
そ
れ
な
ら
柏
崎
へ
行
く
と
い
い
と
言
う
が
鐐
之
助
は

「
お
れ
は
お
じ
い
さ
の
子
だ
か
ら
行
か
な
い
」、
と
返
事
し
て
い
る
。
三
歳
で
親
と
離

れ
一
人
祖
父
母
の
家
に
暮
ら
し
、
二
年
も
経
っ
た
今
で
は
鐐
之
助
の
両
親
は
実
の
両

親
で
は
な
く
、
平
太
夫
と
お
増
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　こ
こ
で
一
つ
鐐
之
助
の
両
親
そ
し
て
祖
父
母
へ
の
認
識
に
つ
い
て
伺
え
る
良
い
記

事
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
桑
名
日
記
』
が
書
き
始
め
ら
れ
る
き
っ
か
け
で
も
あ
る
父
・

勝
之
助
と
母
・
お
き
く
が
柏
崎
へ
移
る
二
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
晦
日
に
か
け
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
勝
之
助
は
柏
崎
へ
出
立
し
た
二
月
二
十
五
日
（
桑
名
日
記
一
、

一
頁
）、
鐐
之
助
は
「
ち
ゃ
ち
ゃ
は
ど
こ
へ
行
っ
た
」
と
平
太
夫
に
尋
ね
、「
ち
ゃ

ち
ゃ
は
越
後
へ
行
っ
た
」
と
答
え
る
と
「
フ
ウ
ン
…
」
と
だ
け
答
え
て
ま
た
眠
っ
て

し
ま
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
三
月
十
九
日
（
桑
名
日
記
一
、二
頁
）
に

お
ろ
く
が
誕
生
す
る
が
、
こ
の
日
を
境
に
こ
れ
ま
で
母
に
べ
っ
た
り
だ
っ
た
鐐
之
助

が
大
人
し
く
な
り
決
し
て
母
の
側
に
近
寄
る
事
は
な
く
お
増
に
べ
っ
た
り
に
な
る
よ

う
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

お
き
く
卯
の
刻
出
産
女
子
出
生
。
扨
鐐
之
助
事
昨
日
ま
で
も
か
か
か
か
と
申
母

の
顔
見
候
得
は
御
乳
ぼ
う
ぼ
う
と
申
朝
も
ね
せ
抜
候
跡
に
て
目
覚
直
に
か
か
か

か
か
か
申
候
故
大
案
事
い
た
し
候
処
昨
夕
方
婆
々
に
お
ば
れ
も
う
な
か
ぬ
は
と

申
直
に
眠
り
九
つ
過
頃
本
当
に
寝
候
得
共
目
も
不
覚
。
今
朝
出
生
の
泣
き
声
聞

き
付
け
あ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
と
申
故
あ
れ
は
ね
ん
ね
の
声
と
申
候
へ
は
猫
様
だ

ね
へ
と
申
。
至
極
お
と
な
し
く
夫
よ
り
決
而
母
の
側
へ
は
不
寄
。
何
事
も
婆
婆

と
申
候
故
案
に
相
違
お
と
な
し
く
皆
々
歓
候
。
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　さ
ら
に
三
月
二
十
九
日
（
桑
名
日
記
一
、三
頁
）
に
は
、
鐐
之
助
が
朝
目
覚
め
た

時
母
で
は
な
く
お
増
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
事
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て

平
太
夫
と
お
増
の
二
人
は
安
堵
し
て
い
た
。

鐐
児
も
母
に
不
付
寝
起
き
に
も
ば
ば
ば
ば
と
斗
申
故
大
安

堵
也
。

　そ
し
て
母
と
お
ろ
く
が
柏
崎
に
出
立
す
る
五
月
晦
日（
桑
名
日
記
一
、四
頁
）に
は
、

鐐
之
助
は
朝
起
き
て
も
二
人
に
つ
い
て
尋
ね
る
こ
と
は
な
く
、
い
つ
も
通
り
過
ご
し

て
い
た
と
い
う
。

け
さ
め
を
さ
ま
し
て
も
さ
つ
ぱ
り
た
づ
ね
ず
よ
し
ほ
ど
な
く
め
を
さ
ま
し
お
ば

ば
の
ち
ち
を
な
め
そ
れ
よ
り
あ
か
の
ま
ま
お
む
す
び
を
た
べ
て
つ
ぼ
う
と
き
げ

ん
よ
く
大
さ
わ
ぎ
あ
そ
ぶ
お
り
ふ
し
な
ご
や
の
か
た
よ
り
み
や
の
こ
た
に
あ
た

り
夕
だ
ち
み
ゆ
る
こ
の
ほ
う
は
ふ
く
じ
ま
ま
で
あ
め
み
へ
そ
う
ら
へ
ど
も
こ
ち

ら
は
は
ら
は
ら
と
し
て
ふ
ら
ず
ま
た
す
こ
し
た
ち
多
ど
の
か
た
よ
り
夕
だ
ち
か

か
り
大
ぶ
ん
の
ふ
り
に
て
風
も
ふ
き
す
ず
し
く
な
る

　以
上
の
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
鐐
之
助
は
お
ろ
く
の
誕
生
を
境
に
母
か
ら
祖
母

へ
と
甘
え
る
対
象
が
変
わ
り
、
当
時
三
歳
と
い
う
幼
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
両

親
と
離
れ
る
こ
と
に
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の

鐐
之
助
は
完
全
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
っ
子
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
っ
子
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　も
う
一
点
し
つ
け
の
事
例
は
、
鐐
之
助
が
中
々
食
事
を
し
よ
う
と
し
な
い
時
の

対
応
で
あ
る
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
七
月
二
十
五
日
の
条
（
桑
名
日
記
一
、

一
八
二
頁
）
で
は
、
夕
飯
を
食
べ
て
い
る
途
中
で
眠
く
な
っ
て
し
ま
い
横
に
な
る
鐐

之
助
。
そ
れ
を
見
た
平
太
夫
が
、
以
下
の
様
に
言
っ
て
い
る
。

そ
れ
や
つ
の
が
は
へ
る
、
し
つ
ほ
が
で
る
、
そ
ん
な
ざ
ま
で
は
す
も
う
と
つ
て

も
お
じ
い
さ
の
小
ゆ
び
で
も
な
げ
つ
け
て
や
る

　こ
れ
を
言
わ
れ
た
鐐
之
助
は
直
に
起
き
あ
が
り
平
太
夫
の
小
指
に
つ
か
ま
る
が
、

平
太
夫
に
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
て
し
ま
う
。
完
全
に
目
が
覚
め
た
鐐
之
助
は
慌
て
て
ご

飯
を
食
べ
、
平
太
夫
に
相
撲
を
挑
み
、
三
番
勝
負
で
平
太
夫
が
負
け
て
や
っ
て
い
る
。

　二
人
の
し
つ
け
の
お
陰
か
、
鐐
之
助
は
優
し
い
子
供
へ
と
育
っ
て
い
る
。
鐐
之
助

が
八
歳
の
時
に
、
お
増
が
鐐
之
助
の
結
婚
を
話
題
に
出
し
て
い
る
。

…
お
は
は
云
に
は
、
お
ば
も
今
年
は
ど
ふ
し
て
も
嫁
に
や
ら
ず
は
成
ま
ひ
し
、

鐐
之
嫁
取
に
は
ま
だ
十
年
の
余
有
お
は
は
も
骨
か
折
る
、
困
つ
た
も
の
た
と
云

た
れ
は
、
暫
鐐
考
て
居
た
け
な
が
、
鐐
お
れ
が
嫁
取
と
、
お
は
は
に
ら
く
さ
せ

て
上
る
か
ら
、
案
事
な
ん
な
、
し
か
し
嫁
と
二
人
て
は
淋
し
か
ろ
ふ
て
、
お
は

は
お
ば
ば
も
御
し
い
さ
も
居
る
が
や
、
鐐
そ
れ
な
ら
さ
び
し
く
な
い
か
ら
え
え

と
云
た
迚
、
腹
筋
よ
つ
て
皆
々
笑
ふ
た
げ
な
。

（
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
四
月
五
日
、
桑
名
日
記
三
、二
一
頁
）

　鐐
之
助
が
嫁
を
取
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
あ
と
十
年
は
あ
る
こ
と
に
お
増
は
嘆
い

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
鐐
之
助
が
、「
お
れ
が
嫁
を
取
っ
て
お
ば
ば

を
楽
さ
せ
て
や
る
か
ら
、
心
配
す
る
な
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
嫁
と
二

人
き
り
で
は
淋
し
い
の
で
平
太
夫
と
お
増
と
一
緒
に
住
も
う
と
し
て
お
り
、
ま
だ
ま

だ
鐐
之
助
が
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
発
言
で
あ
る
。

　上
記
の
様
に
、時
に
は
悪
さ
を
し
て
周
り
の
大
人
を
困
ら
せ
て
い
た
鐐
之
助
だ
が
、

同
時
に
と
て
も
愛
さ
れ
大
切
に
さ
れ
て
い
た
心
優
し
い
子
供
で
も
あ
っ
た
。
平
太
夫

と
お
増
も
基
本
的
に
鐐
之
助
の
出
し
た
要
求
に
は
答
え
、
駄
目
な
事
は
駄
目
と
教
え

な
が
ら
平
太
夫
と
お
増
は
鐐
之
助
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
鐐
之
助
を
見
守
る
大
人
た
ち

　教
育
社
会
史
に
お
い
て
、
子
供
は
「
家
」
の
子
供
だ
け
で
な
く
「
村
の
子
供
」
で

あ
る
と
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
子
ど
も
が
共
同
体
の
再
生
産
に
関
わ
る
た
め
、
村
の

大
人
全
員
で
子
供
の
成
長
を
見
守
り
、
子
育
て
に
関
わ
る
こ
と
で
子
供
は
多
く
の
人
と

関
わ
り
、
結
果
的
に
必
要
な
知
識
や
心
構
え
を
自
然
に
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。⑧

　鐐
之
助
は
毎
日
他
の
家
の
子
供
や
大
人
と
見
世
物
を
見
に
行
っ
た
り
、
遊
び
に
出

か
け
た
り
し
て
沢
山
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
。
あ
る
程
度
一
人
で
行

284

（22）（23）
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動
で
き
る
よ
う
に
な
る
年
齢
に
達
す
る
と
、
鐐
之
助
一
人
で
晩
御
飯
に
呼
ば
れ
て
御

馳
走
に
な
り
に
行
く
こ
と
や
、
泊
り
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

　親
戚
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
際
に
は
、
鐐
之
助
が
来
た
こ
と
に
と
て
も
喜
ん
で
い

る
様
子
も
日
記
に
の
こ
さ
れ
て
お
り
、
実
に
た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
以
下
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
九
月
五
日
の
記
事
（
桑
名
日
記
一
、

二
〇
頁
）
で
あ
る
。

ま
へ
日
佐
藤
へ
ゆ
き
さ
わ
ぎ
つ
け
る
を
わ
か
い
し
う
が
か
わ
ゆ
が
り
お
さ
つ
を

か
ふ
て
も
ろ
ふ
た
り
く
り
を
か
ふ
て
も
ろ
ふ
た
り
す
る
。
人
お
く
れ
せ
ぬ
ゆ
へ

た
れ
に
も
か
わ
ゆ
が
ら
れ
し
や
わ
せ
な
小
ぼ
う
ず
な
り
あ
ま
り
じ
ま
ん
す
る
や

う
な
れ
ど
ほ
ん
に
ほ
ん
に
あ
い
き
や
う
も
の
。
此
あ
い
だ
し
ん
や
し
き
へ
お
ば

ば
と
ゆ
き
み
ん
な
が
い
わ
す
に
は
鐐
こ
は
い
き
ま
が
よ
く
て
か
わ
ゆ
う
て
な
ら

ん
鉄
も
に
く
う
は
な
け
れ
ど
げ
ん
き
が
な
く
て
お
も
し
ろ
く
な
い
と
お
つ
し
や

つ
た
げ
な
。

　毎
日
佐
藤
の
家
へ
遊
び
に
行
く
鐐
之
助
を
若
い
衆
が
可
愛
が
っ
て
く
れ
る
と
書
い

て
い
る
。
鐐
之
助
の
人
見
知
り
し
な
い
性
格
の
お
か
げ
で
愛
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
平

太
夫
は
記
し
て
お
り
、
愛
嬌
者
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
屋
敷
の
家
の
者
も
鐐
之

助
が
可
愛
く
て
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

　表
2
を
見
る
と
、
一
年
間
だ
け
で
も
実
に
多
く
の
場
所
に
様
々
な
人
に
よ
っ
て
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
平
太
夫
や
お
増
の
用
事
に
合
わ
せ
て

親
戚
の
家
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
そ
の
次
に
参
詣
や
催
し
を
見
せ

に
行
く
こ
と
が
多
い
。

　ま
た
平
太
夫
と
二
人
で
出
か
け
る
場
合
の
主
な
目
的
は
、
平
太
夫
が
鐐
之
助
を
遊

び
に
連
れ
に
行
き
道
中
様
々
な
場
所
へ
連
れ
て
い
く
か
、
角
力
や
祭
り
と
い
っ
た
町

で
の
催
し
物
を
見
せ
に
行
く
事
が
多
か
っ
た
。
町
中
を
散
歩
す
る
と
き
に
は
御
蔵
や

そ
の
他
役
所
の
建
物
へ
連
れ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
鐐
之
助
は
大

喜
び
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
同
行
者
に
注
目
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
同
行
者
ご
と
の
行
先
と
し
て
、
渡
部

家
の
女
性
は
家
の
用
事
の
都
合
で
鐐
之
助
と
外
出
す
る
こ
と
が
多
く
、
渡
部
家
の
人

間
と
親
戚
が
一
緒
に
出
掛
け
る
時
は
、
祭
な
ど
の
行
事
へ
向
か
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

親
戚
の
男
性
の
み
で
出
か
け
る
場
合
は
、
鐐
之
助
を
遊
び
に
連
れ
て
い
く
と
き
で
あ

る
。
ま
た
、
渡
部
家
の
同
行
者
に
多
く
登
場
す
る
の
が
祖
父
母
以
外
に
お
よ
し
（
お

な
か
）
で
あ
る
。
お
よ
し
が
鐐
之
助
を
連
れ
て
様
々
な
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
家
の
中
で
鐐
之
助
の
面
倒
を
見
る
役
目
を
担
っ
て
い
た
の
は
お
よ
し

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　図
2
の
地
図
の
赤
い
丸
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
を
示
し
、
線
で
囲
ん
だ
エ
リ
ア
が
鐐

之
助
の
主
な
行
動
範
囲
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
か
な
り
広
い
行
動
範
囲
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
他
に
も
桑
名
の
北
に
位
置
す
る
多
度
へ
参
詣
に
行
っ
て
い

た
り
も
し
て
い
る
の
で
、
正
確
に
は
も
う
少
し
広
い
範
囲
と
な
る
。

　堀
田
吉
雄
氏
の
『
桑
名
日
記
・
柏
崎
日
記
民
俗
抄
：
注
考
』
に
よ
る
と
、
渡
部
平

太
夫
の
家
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
図
3
の
左
下
庚
申
堂
北
と
さ
れ
る
。⑨

現
在

で
い
う
と
新
矢
田
、
走
井
山
の
辺
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
図
2

の
地
図
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
自
身
の
住
ん
で
い
る
走
井
山
周
辺
か
ら
桑
名
城
下

の
方
ま
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

　ま
た
、
鐐
之
助
は
外
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
家
に
訪
れ
る
大
人
と

も
交
流
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
鐐
之
助
の
家
に
は
若
い
衆
が
仕
事
を
も
っ
て
や
っ

て
く
る
こ
と
や
知
り
合
い
を
呼
ん
で
食
事
を
振
る
舞
う
機
会
が
あ
り
、
そ
の
時
や
っ

て
来
た
人
た
ち
に
遊
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
一
月
十
一
日
の
記
事
（
桑
名
日
記
一
、四
七
頁
）
で
、

家
に
遊
び
に
来
た
人
と
鐐
之
助
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

わ
か
い
て
や
い
あ
そ
び
に
く
る
…
（
中
略
）
…
そ
の
う
ち
う
た
が
る
た
が
は
じ

ま
る
人
々
に
は
女
は
郡
の
お
く
さ
ん
、
お
こ
ん
、
お
み
ち
、
お
ち
か
、
男
は
重

三
郎
、
留
五
郎
、
武
八
、
せ
ん
こ
、
さ
ん
こ
、
お
か
べ
、
金
山
の
か
ね
、
五
郎

な
り
四
ツ
す
ぎ
鐐
之
助
目
を
さ
ま
し
た
と
こ
ろ
が
に
ぎ
や
か
ゆ
え
大
そ
ふ
に
う

れ
し
が
り
わ
け
か
り
た
と
る
と
こ
ろ
へ
い
つ
た
り
を
り
は
を
ふ
る
と
こ
ろ
へ
い

つ
た
り
し
て
大
さ
わ
ぎ
す
る

　ま
た
、
そ
の
五
日
後
の
十
六
日
（
桑
名
日
記
一
、四
七
頁
）
に
も
、
家
に
大
勢
人

が
居
て
喜
ぶ
鐐
之
助
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

8

表 2　鐐之助の外出リスト（天保十年分）

図 2　鐐之助行動範囲
（表2を参考に電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成）
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下級武士家庭におけるしつけと教育の男女による違い ―桑名日記を事例に―

動
で
き
る
よ
う
に
な
る
年
齢
に
達
す
る
と
、
鐐
之
助
一
人
で
晩
御
飯
に
呼
ば
れ
て
御

馳
走
に
な
り
に
行
く
こ
と
や
、
泊
り
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

　親
戚
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
際
に
は
、
鐐
之
助
が
来
た
こ
と
に
と
て
も
喜
ん
で
い

る
様
子
も
日
記
に
の
こ
さ
れ
て
お
り
、
実
に
た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
以
下
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
九
月
五
日
の
記
事
（
桑
名
日
記
一
、

二
〇
頁
）
で
あ
る
。

ま
へ
日
佐
藤
へ
ゆ
き
さ
わ
ぎ
つ
け
る
を
わ
か
い
し
う
が
か
わ
ゆ
が
り
お
さ
つ
を

か
ふ
て
も
ろ
ふ
た
り
く
り
を
か
ふ
て
も
ろ
ふ
た
り
す
る
。
人
お
く
れ
せ
ぬ
ゆ
へ

た
れ
に
も
か
わ
ゆ
が
ら
れ
し
や
わ
せ
な
小
ぼ
う
ず
な
り
あ
ま
り
じ
ま
ん
す
る
や

う
な
れ
ど
ほ
ん
に
ほ
ん
に
あ
い
き
や
う
も
の
。
此
あ
い
だ
し
ん
や
し
き
へ
お
ば

ば
と
ゆ
き
み
ん
な
が
い
わ
す
に
は
鐐
こ
は
い
き
ま
が
よ
く
て
か
わ
ゆ
う
て
な
ら

ん
鉄
も
に
く
う
は
な
け
れ
ど
げ
ん
き
が
な
く
て
お
も
し
ろ
く
な
い
と
お
つ
し
や

つ
た
げ
な
。

　毎
日
佐
藤
の
家
へ
遊
び
に
行
く
鐐
之
助
を
若
い
衆
が
可
愛
が
っ
て
く
れ
る
と
書
い

て
い
る
。
鐐
之
助
の
人
見
知
り
し
な
い
性
格
の
お
か
げ
で
愛
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
平

太
夫
は
記
し
て
お
り
、
愛
嬌
者
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
屋
敷
の
家
の
者
も
鐐
之

助
が
可
愛
く
て
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

　表
2
を
見
る
と
、
一
年
間
だ
け
で
も
実
に
多
く
の
場
所
に
様
々
な
人
に
よ
っ
て
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
平
太
夫
や
お
増
の
用
事
に
合
わ
せ
て

親
戚
の
家
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
そ
の
次
に
参
詣
や
催
し
を
見
せ

に
行
く
こ
と
が
多
い
。

　ま
た
平
太
夫
と
二
人
で
出
か
け
る
場
合
の
主
な
目
的
は
、
平
太
夫
が
鐐
之
助
を
遊

び
に
連
れ
に
行
き
道
中
様
々
な
場
所
へ
連
れ
て
い
く
か
、
角
力
や
祭
り
と
い
っ
た
町

で
の
催
し
物
を
見
せ
に
行
く
事
が
多
か
っ
た
。
町
中
を
散
歩
す
る
と
き
に
は
御
蔵
や

そ
の
他
役
所
の
建
物
へ
連
れ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
鐐
之
助
は
大

喜
び
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
同
行
者
に
注
目
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
同
行
者
ご
と
の
行
先
と
し
て
、
渡
部

家
の
女
性
は
家
の
用
事
の
都
合
で
鐐
之
助
と
外
出
す
る
こ
と
が
多
く
、
渡
部
家
の
人

間
と
親
戚
が
一
緒
に
出
掛
け
る
時
は
、
祭
な
ど
の
行
事
へ
向
か
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

親
戚
の
男
性
の
み
で
出
か
け
る
場
合
は
、
鐐
之
助
を
遊
び
に
連
れ
て
い
く
と
き
で
あ

る
。
ま
た
、
渡
部
家
の
同
行
者
に
多
く
登
場
す
る
の
が
祖
父
母
以
外
に
お
よ
し
（
お

な
か
）
で
あ
る
。
お
よ
し
が
鐐
之
助
を
連
れ
て
様
々
な
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
家
の
中
で
鐐
之
助
の
面
倒
を
見
る
役
目
を
担
っ
て
い
た
の
は
お
よ
し

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　図
2
の
地
図
の
赤
い
丸
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
を
示
し
、
線
で
囲
ん
だ
エ
リ
ア
が
鐐

之
助
の
主
な
行
動
範
囲
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
か
な
り
広
い
行
動
範
囲
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
他
に
も
桑
名
の
北
に
位
置
す
る
多
度
へ
参
詣
に
行
っ
て
い

た
り
も
し
て
い
る
の
で
、
正
確
に
は
も
う
少
し
広
い
範
囲
と
な
る
。

　堀
田
吉
雄
氏
の
『
桑
名
日
記
・
柏
崎
日
記
民
俗
抄
：
注
考
』
に
よ
る
と
、
渡
部
平

太
夫
の
家
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
図
3
の
左
下
庚
申
堂
北
と
さ
れ
る
。⑨

現
在

で
い
う
と
新
矢
田
、
走
井
山
の
辺
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
図
2

の
地
図
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
自
身
の
住
ん
で
い
る
走
井
山
周
辺
か
ら
桑
名
城
下

の
方
ま
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

　ま
た
、
鐐
之
助
は
外
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
家
に
訪
れ
る
大
人
と

も
交
流
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
鐐
之
助
の
家
に
は
若
い
衆
が
仕
事
を
も
っ
て
や
っ

て
く
る
こ
と
や
知
り
合
い
を
呼
ん
で
食
事
を
振
る
舞
う
機
会
が
あ
り
、
そ
の
時
や
っ

て
来
た
人
た
ち
に
遊
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
一
月
十
一
日
の
記
事
（
桑
名
日
記
一
、四
七
頁
）
で
、

家
に
遊
び
に
来
た
人
と
鐐
之
助
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

わ
か
い
て
や
い
あ
そ
び
に
く
る
…
（
中
略
）
…
そ
の
う
ち
う
た
が
る
た
が
は
じ

ま
る
人
々
に
は
女
は
郡
の
お
く
さ
ん
、
お
こ
ん
、
お
み
ち
、
お
ち
か
、
男
は
重

三
郎
、
留
五
郎
、
武
八
、
せ
ん
こ
、
さ
ん
こ
、
お
か
べ
、
金
山
の
か
ね
、
五
郎

な
り
四
ツ
す
ぎ
鐐
之
助
目
を
さ
ま
し
た
と
こ
ろ
が
に
ぎ
や
か
ゆ
え
大
そ
ふ
に
う

れ
し
が
り
わ
け
か
り
た
と
る
と
こ
ろ
へ
い
つ
た
り
を
り
は
を
ふ
る
と
こ
ろ
へ
い

つ
た
り
し
て
大
さ
わ
ぎ
す
る

　ま
た
、
そ
の
五
日
後
の
十
六
日
（
桑
名
日
記
一
、四
七
頁
）
に
も
、
家
に
大
勢
人

が
居
て
喜
ぶ
鐐
之
助
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

8

表 2　鐐之助の外出リスト（天保十年分）

図 2　鐐之助行動範囲
（表2を参考に電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成）
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鐐
こ
か
へ
つ
て
み
た
と
こ
ろ
が
大
ぜ
い
き
て
い
る
ゆ
へ
う
れ
し
が
り
つ
か
ま
ひ

と
め
ら
れ
ぬ
や
ふ
に
さ
わ
ぐ
よ
る
に
な
り
わ
か
い
し
う
も
あ
そ
び
に
く
る
す
ご

ろ
く
を
り
は
う
た
か
り
た
に
て
に
ぎ
に
ぎ
し
く
…
（
後
略
）

　家
に
人
が
大
勢
い
る
こ
と
に
鐐
之
助
は
大
喜
び
し
て
お
り
、
手
の
付
け
ら
れ
な
い

ほ
ど
騒
い
で
い
る
。
夜
に
な
る
と
若
い
衆
も
遊
び
に
来
て
お
り
、
双
六
や
歌
か
る
た

を
し
て
賑
や
か
で
あ
る
。
鐐
之
助
は
家
に
人
が
来
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、

人
が
帰
ろ
う
と
す
る
の
を
止
め
よ
う
と
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

（
3
）
鐐
之
助
の
誕
生
日

　『
桑
名
日
記
』
の
中
に
お
い
て
、
鐐
之
助
の
誕
生
日
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ

る
の
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
か
ら
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
三
年
間
だ
け

で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
柏
崎
日
記
』
の
方
で
は
、
毎
年
欠
か
さ
ず
お
祝
い
を
し
て
い

る
。
そ
の
三
年
の
中
で
特
に
力
を
入
れ
て
お
祝
い
を
し
て
い
る
の
は
、
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）、
鐐
之
助
五
歳
の
誕
生
日
で
あ
る
。

　天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
二
月
八
日
（
桑
名
日
記
一
、一
一
五
頁
）、
鐐
之
助

の
誕
生
日
当
日
。
客
は
昼
と
晩
で
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
て
お
り
、
日
記
に
書
か
れ
て
い

る
だ
け
で
も
総
勢
約
二
十
人
前
後
の
人
が
お
祝
い
に
訪
れ
て
い
る
。
贈
り
物
は
、
扇

子
や
下
駄
、
唐
傘
、
足
駄
、
御
菓
子
な
ど
で
あ
る
。

　会
食
が
終
わ
る
と
、
平
太
夫
は
八
幡
へ
参
り
お
こ
わ
一
重
と
百
文
を
供
え
、
そ
の

後
自
宅
で
左
近
装
束
を
着
て
神
酒
を
供
え
子
供
た
ち
に
太
鼓
を
た
た
か
せ
、
鐐
之
助

の
「
つ
ふ
り
」
を
幣
束
に
貼
り
御
守
り
と
御
神
酒
と
お
こ
わ
を
供
え
て
い
る
。
鐐
之

助
は
こ
の
時
上
下
を
着
て
草
履
を
は
い
て
い
た
。
こ
の
年
以
外
の
二
年
は
、
赤
飯
を

炊
い
て
そ
れ
に
お
か
ず
が
つ
く
ぐ
ら
い
の
食
事
を
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　二
人
か
ら
の
贈
り
物
に
つ
い
て
は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
二
月
五
日
（
桑

名
日
記
一
、五
〇
頁
）
か
ら
お
増
は
鐐
之
助
の
誕
生
日
に
向
け
て
着
物
を
拵
え
始
め

て
い
る
。

そ
の
る
す
に
お
ば
ば
は
鐐
こ
の
き
も
の
を
せ
つ
せ
と
こ
し
ろ
ふ
て
を
る
や
ふ
や

く
四
五
日
あ
と
に
そ
ま
つ
て
き
た
ち
や
か
へ
し
に
ぼ
う
す
じ
か
た
入
は
き
よ
ね

ん
の
つ
む
ぎ
の
お
び
の
あ
ま
り
を
い
れ
る
つ
も
り
な
り
。

　そ
の
五
日
後
の
二
月
十
日
に
は
、
足
袋
も
拵
え
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
平
太
夫
は

柏
崎
の
方
で
大
小
を
頼
ん
で
い
る
。
そ
の
記
事
が
『
柏
崎
日
記
』
の
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）
十
二
月
二
十
四
日
の
条
（
柏
崎
日
記
上
、
六
五
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

暮
過
に
駒
蔵
鐐
之
助
の
大
小
持
て
来
る
。
柄
巻
く
斗
に
致
し
置
候
処
、
蛯
江
立

も
廿
六
日
に
付
、
今
日
む
り
む
り
持
て
参
り
候
。
お
き
く
申
に
は
、
是
を
さ
し

て
悦
ふ
所
一
目
見
度
と
て
泪
ぐ
む
。

図 3　渡部家の位置
（『桑名日記・柏崎日記民俗抄：注考』より）
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　遡
る
事
二
か
月
前
、
十
月
十
日
に
平
太
夫
が
鐐
之
助
に
渡
す
大
小
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
る
記
事
が
あ
る
。（
桑
名
日
記
一
、一
〇
三
頁
）

鐐
こ
の
大
小
の
事
か
り
る
と
い
ふ
も
心
持
わ
る
し
、
と
い
ふ
て
買
ふ
も
つ
い
え
、

ど
ふ
し
た
も
の
で
あ
ろ
ふ
と
、
し
あ
ん
た
ら
だ
ら
の
と
こ
ろ
へ
、
八
郎
見
ヘ
、

か
し
わ
崎
よ
り
参
り
ま
す
な
ら
御
入
用
で
は
御
ざ
り
ま
す
ま
へ
が
、
御
目
に
懸

ま
す
と
か
み
し
も
き
の
大
小
を
見
せ
ら
れ
る
。
小
の
つ
か
、
す
こ
し
い
た
み
あ
り
。

大
の
柄
い
た
み
な
し
。
小
づ
か
小
が
た
な
つ
き
に
て
二
朱
と
壱
匁
に
か
ふ
て
置

ま
し
た
が
、
い
く
ら
か
の
ぞ
み
て
が
御
ざ
り
ま
す
と
い
ふ
。
初
め
て
さ
さ
せ
る
に
、

か
り
も
の
も
こ
こ
ち
あ
し
く
、
ふ
る
も
の
に
て
も
値
段
を
聞
は
や
す
し
。
又
あ

と
で
は
ろ
ふ
と
も
、
か
ふ
て
お
く
つ
も
り
に
八
公
に
だ
ん
こ
う
い
た
す
。

　こ
の
時
平
太
夫
が
購
入
し
た
大
小
が
出
来
上
が
り
、
十
二
月
に
鐐
之
助
の
も
と
に

届
い
た
の
で
あ
る
。

　近
世
に
お
い
て
誕
生
日
は
、
日
頃
の
無
事
を
喜
び
今
後
も
息
災
で
あ
る
こ
と
を
願

う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
下
級
武
士
の
家
庭
で
は
そ
の
家

の
当
主
よ
り
も
、
子
供
や
孫
の
誕
生
日
を
中
心
に
祝
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、

『
桑
名
日
記
』『
柏
崎
日
記
』
内
で
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
厄
除
け
の
力
が
あ
る

と
さ
れ
る
小
豆
の
入
っ
た
赤
飯
を
炊
き
、
酒
や
餅
を
出
し
親
類
や
隣
人
を
招
い
て
会

食
を
す
る
と
い
う
家
庭
的
な
行
事
で
あ
っ
た
。⑩

　大
小
や
上
下
に
つ
い
て
は
、
誕
生
日
の
贈
物
で
は
な
く
七
五
三
の
儀
礼
の
一
つ
で

あ
る
五
歳
の
男
児
が
行
う
「
袴
着
の
祝
い
」
に
向
け
て
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
袴
着
の
祝
い
と
は
、
幼
児
に
初
め
て
袴
を
履
か
せ
る
儀
式
で
、
古
く

は
男
女
の
別
な
く
三
～
七
歳
の
間
に
行
い
、
江
戸
時
代
以
降
五
歳
の
男
児
に
定
着
し
た

と
い
う
。
幼
児
を
吉
の
方
角
に
向
け
て
碁
盤
の
上
に
立
た
せ
て
、
麻
の
裃
を
着
せ
左
の

足
か
ら
袴
を
履
か
せ
、
初
め
て
双
刀
を
差
さ
せ
る
と
い
う
儀
式
で
あ
っ
た
。⑪

　鐐
之
助
五
歳
の
誕
生
日
が
一
番
力
を
入
れ
て
お
祝
い
を
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
「
袴

着
の
祝
い
」
も
一
緒
に
行
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　以
上
、
鐐
之
助
の
幼
児
期
に
つ
い
て
見
て
い
っ
た
が
平
太
夫
と
お
増
は
基
本
的
に

鐐
之
助
の
要
求
に
答
え
つ
つ
、
駄
目
な
事
は
駄
目
と
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
。
さ
ら

に
祖
父
母
以
外
の
大
人
や
近
所
の
子
供
た
ち
と
遊
び
に
出
か
け
た
り
す
る
こ
と
で
社

会
性
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

　
教
育
の
記
事

　第
三
節
で
は
、
手
習
い
を
始
め
る
た
め
の
準
備
期
間
と
し
て
基
本
的
な
言
葉
や
数

字
を
教
わ
る
鐐
之
助
の
様
子
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
か
ら
、
教
育
に
関
し
て
の
記
事
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
十
月
十
八
日
（
桑
名
日
記
一
、三
〇
頁
）
に
、
鐐
之

助
の
発
音
に
つ
い
て
記
し
て
あ
る
。

御
ぜ
ん
を
ば
べ
た
と
い
ふ
と
か
く
た
べ
る
が
で
き
ず
た
べ
る
と
一
字
ず
つ
い
わ

せ
る
と
で
き
る
が
は
や
く
い
わ
せ
る
と
ば
べ
る
も
つ
と
い
そ
ぐ
と
き
は
に
ご
り

を
と
つ
て
は
へ
る
は
へ
や
う
御
ぜ
ん
い
つ
ぱ
い
は
へ
た
な
ど
と
い
ふ
と
か
く
ら

り
る
れ
ろ
が
で
き
か
ね
る
や
ふ
す
な
り

　鐐
之
助
に
は
「
た
べ
る
」
と
い
う
発
音
が
ま
だ
難
し
い
ら
し
く
、「
ば
べ
る
」「
は

へ
る
」
と
な
っ
て
し
ま
う
、
ら
り
る
れ
ろ
の
発
音
が
で
き
な
い
と
平
太
夫
は
記
し
て

い
る
。
し
か
し
二
か
月
後
の
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
一
月
二
十
六
日
（
桑
名
日

記
一
、四
八
頁
）
に
は
、
だ
い
ぶ
発
音
が
上
達
し
た
よ
う
で
あ
る
。

大
ぶ
ん
べ
ろ
が
た
つ
し
や
に
な
り
い
つ
と
な
く
ば
べ
る
も
だ
べ
る
と
い
ふ
や
ふ

に
な
り
な
ん
ぞ
と
い
ふ
と
お
か
ん
こ
お
か
ん
こ
が
口
に
つ
い
て
い
る
そ
れ
に
ゆ

び
四
本
出
し
て
こ
れ
い
く
つ
と
い
ふ
ゆ
へ
四
つ
と
い
へ
ば
又
五
本
だ
し
て
い
く

つ
と
い
ふ
五
つ
と
い
へ
ば
ひ
つ
こ
ま
し
て
げ
ら
げ
ら
わ
ら
ひ
な
が
ら
べ
ろ
り
と

い
ふ
て
…
（
後
略
）

　二
か
月
前
は
言
え
な
か
っ
た
「
た
べ
る
」
が
言
え
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
指

で
数
字
を
あ
ら
わ
せ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
二
月
十
八
日
（
桑
名
日
記
一
、一
一
八
頁
）
で
は
、

鐐
之
助
が
最
近
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

鐐
児
は
六
つ
ま
へ
に
洗
場
へ
つ
れ
て
い
つ
て
く
る
。
帰
り
に
鐐
云
、
あ
つ
ち
の

281
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鐐
こ
か
へ
つ
て
み
た
と
こ
ろ
が
大
ぜ
い
き
て
い
る
ゆ
へ
う
れ
し
が
り
つ
か
ま
ひ

と
め
ら
れ
ぬ
や
ふ
に
さ
わ
ぐ
よ
る
に
な
り
わ
か
い
し
う
も
あ
そ
び
に
く
る
す
ご

ろ
く
を
り
は
う
た
か
り
た
に
て
に
ぎ
に
ぎ
し
く
…
（
後
略
）

　家
に
人
が
大
勢
い
る
こ
と
に
鐐
之
助
は
大
喜
び
し
て
お
り
、
手
の
付
け
ら
れ
な
い

ほ
ど
騒
い
で
い
る
。
夜
に
な
る
と
若
い
衆
も
遊
び
に
来
て
お
り
、
双
六
や
歌
か
る
た

を
し
て
賑
や
か
で
あ
る
。
鐐
之
助
は
家
に
人
が
来
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、

人
が
帰
ろ
う
と
す
る
の
を
止
め
よ
う
と
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

（
3
）
鐐
之
助
の
誕
生
日

　『
桑
名
日
記
』
の
中
に
お
い
て
、
鐐
之
助
の
誕
生
日
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ

る
の
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
か
ら
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
三
年
間
だ
け

で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
柏
崎
日
記
』
の
方
で
は
、
毎
年
欠
か
さ
ず
お
祝
い
を
し
て
い

る
。
そ
の
三
年
の
中
で
特
に
力
を
入
れ
て
お
祝
い
を
し
て
い
る
の
は
、
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）、
鐐
之
助
五
歳
の
誕
生
日
で
あ
る
。

　天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
二
月
八
日
（
桑
名
日
記
一
、一
一
五
頁
）、
鐐
之
助

の
誕
生
日
当
日
。
客
は
昼
と
晩
で
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
て
お
り
、
日
記
に
書
か
れ
て
い

る
だ
け
で
も
総
勢
約
二
十
人
前
後
の
人
が
お
祝
い
に
訪
れ
て
い
る
。
贈
り
物
は
、
扇

子
や
下
駄
、
唐
傘
、
足
駄
、
御
菓
子
な
ど
で
あ
る
。

　会
食
が
終
わ
る
と
、
平
太
夫
は
八
幡
へ
参
り
お
こ
わ
一
重
と
百
文
を
供
え
、
そ
の

後
自
宅
で
左
近
装
束
を
着
て
神
酒
を
供
え
子
供
た
ち
に
太
鼓
を
た
た
か
せ
、
鐐
之
助

の
「
つ
ふ
り
」
を
幣
束
に
貼
り
御
守
り
と
御
神
酒
と
お
こ
わ
を
供
え
て
い
る
。
鐐
之

助
は
こ
の
時
上
下
を
着
て
草
履
を
は
い
て
い
た
。
こ
の
年
以
外
の
二
年
は
、
赤
飯
を

炊
い
て
そ
れ
に
お
か
ず
が
つ
く
ぐ
ら
い
の
食
事
を
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　二
人
か
ら
の
贈
り
物
に
つ
い
て
は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
二
月
五
日
（
桑

名
日
記
一
、五
〇
頁
）
か
ら
お
増
は
鐐
之
助
の
誕
生
日
に
向
け
て
着
物
を
拵
え
始
め

て
い
る
。

そ
の
る
す
に
お
ば
ば
は
鐐
こ
の
き
も
の
を
せ
つ
せ
と
こ
し
ろ
ふ
て
を
る
や
ふ
や

く
四
五
日
あ
と
に
そ
ま
つ
て
き
た
ち
や
か
へ
し
に
ぼ
う
す
じ
か
た
入
は
き
よ
ね

ん
の
つ
む
ぎ
の
お
び
の
あ
ま
り
を
い
れ
る
つ
も
り
な
り
。

　そ
の
五
日
後
の
二
月
十
日
に
は
、
足
袋
も
拵
え
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
平
太
夫
は

柏
崎
の
方
で
大
小
を
頼
ん
で
い
る
。
そ
の
記
事
が
『
柏
崎
日
記
』
の
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）
十
二
月
二
十
四
日
の
条
（
柏
崎
日
記
上
、
六
五
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

暮
過
に
駒
蔵
鐐
之
助
の
大
小
持
て
来
る
。
柄
巻
く
斗
に
致
し
置
候
処
、
蛯
江
立

も
廿
六
日
に
付
、
今
日
む
り
む
り
持
て
参
り
候
。
お
き
く
申
に
は
、
是
を
さ
し

て
悦
ふ
所
一
目
見
度
と
て
泪
ぐ
む
。

図 3　渡部家の位置
（『桑名日記・柏崎日記民俗抄：注考』より）
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　遡
る
事
二
か
月
前
、
十
月
十
日
に
平
太
夫
が
鐐
之
助
に
渡
す
大
小
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
る
記
事
が
あ
る
。（
桑
名
日
記
一
、一
〇
三
頁
）

鐐
こ
の
大
小
の
事
か
り
る
と
い
ふ
も
心
持
わ
る
し
、
と
い
ふ
て
買
ふ
も
つ
い
え
、

ど
ふ
し
た
も
の
で
あ
ろ
ふ
と
、
し
あ
ん
た
ら
だ
ら
の
と
こ
ろ
へ
、
八
郎
見
ヘ
、

か
し
わ
崎
よ
り
参
り
ま
す
な
ら
御
入
用
で
は
御
ざ
り
ま
す
ま
へ
が
、
御
目
に
懸

ま
す
と
か
み
し
も
き
の
大
小
を
見
せ
ら
れ
る
。
小
の
つ
か
、
す
こ
し
い
た
み
あ
り
。

大
の
柄
い
た
み
な
し
。
小
づ
か
小
が
た
な
つ
き
に
て
二
朱
と
壱
匁
に
か
ふ
て
置

ま
し
た
が
、
い
く
ら
か
の
ぞ
み
て
が
御
ざ
り
ま
す
と
い
ふ
。
初
め
て
さ
さ
せ
る
に
、

か
り
も
の
も
こ
こ
ち
あ
し
く
、
ふ
る
も
の
に
て
も
値
段
を
聞
は
や
す
し
。
又
あ

と
で
は
ろ
ふ
と
も
、
か
ふ
て
お
く
つ
も
り
に
八
公
に
だ
ん
こ
う
い
た
す
。

　こ
の
時
平
太
夫
が
購
入
し
た
大
小
が
出
来
上
が
り
、
十
二
月
に
鐐
之
助
の
も
と
に

届
い
た
の
で
あ
る
。

　近
世
に
お
い
て
誕
生
日
は
、
日
頃
の
無
事
を
喜
び
今
後
も
息
災
で
あ
る
こ
と
を
願

う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
下
級
武
士
の
家
庭
で
は
そ
の
家

の
当
主
よ
り
も
、
子
供
や
孫
の
誕
生
日
を
中
心
に
祝
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、

『
桑
名
日
記
』『
柏
崎
日
記
』
内
で
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
厄
除
け
の
力
が
あ
る

と
さ
れ
る
小
豆
の
入
っ
た
赤
飯
を
炊
き
、
酒
や
餅
を
出
し
親
類
や
隣
人
を
招
い
て
会

食
を
す
る
と
い
う
家
庭
的
な
行
事
で
あ
っ
た
。⑩

　大
小
や
上
下
に
つ
い
て
は
、
誕
生
日
の
贈
物
で
は
な
く
七
五
三
の
儀
礼
の
一
つ
で

あ
る
五
歳
の
男
児
が
行
う
「
袴
着
の
祝
い
」
に
向
け
て
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
袴
着
の
祝
い
と
は
、
幼
児
に
初
め
て
袴
を
履
か
せ
る
儀
式
で
、
古
く

は
男
女
の
別
な
く
三
～
七
歳
の
間
に
行
い
、
江
戸
時
代
以
降
五
歳
の
男
児
に
定
着
し
た

と
い
う
。
幼
児
を
吉
の
方
角
に
向
け
て
碁
盤
の
上
に
立
た
せ
て
、
麻
の
裃
を
着
せ
左
の

足
か
ら
袴
を
履
か
せ
、
初
め
て
双
刀
を
差
さ
せ
る
と
い
う
儀
式
で
あ
っ
た
。⑪

　鐐
之
助
五
歳
の
誕
生
日
が
一
番
力
を
入
れ
て
お
祝
い
を
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
「
袴

着
の
祝
い
」
も
一
緒
に
行
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　以
上
、
鐐
之
助
の
幼
児
期
に
つ
い
て
見
て
い
っ
た
が
平
太
夫
と
お
増
は
基
本
的
に

鐐
之
助
の
要
求
に
答
え
つ
つ
、
駄
目
な
事
は
駄
目
と
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
。
さ
ら

に
祖
父
母
以
外
の
大
人
や
近
所
の
子
供
た
ち
と
遊
び
に
出
か
け
た
り
す
る
こ
と
で
社

会
性
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

　
教
育
の
記
事

　第
三
節
で
は
、
手
習
い
を
始
め
る
た
め
の
準
備
期
間
と
し
て
基
本
的
な
言
葉
や
数

字
を
教
わ
る
鐐
之
助
の
様
子
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
か
ら
、
教
育
に
関
し
て
の
記
事
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
十
月
十
八
日
（
桑
名
日
記
一
、三
〇
頁
）
に
、
鐐
之

助
の
発
音
に
つ
い
て
記
し
て
あ
る
。

御
ぜ
ん
を
ば
べ
た
と
い
ふ
と
か
く
た
べ
る
が
で
き
ず
た
べ
る
と
一
字
ず
つ
い
わ

せ
る
と
で
き
る
が
は
や
く
い
わ
せ
る
と
ば
べ
る
も
つ
と
い
そ
ぐ
と
き
は
に
ご
り

を
と
つ
て
は
へ
る
は
へ
や
う
御
ぜ
ん
い
つ
ぱ
い
は
へ
た
な
ど
と
い
ふ
と
か
く
ら

り
る
れ
ろ
が
で
き
か
ね
る
や
ふ
す
な
り

　鐐
之
助
に
は
「
た
べ
る
」
と
い
う
発
音
が
ま
だ
難
し
い
ら
し
く
、「
ば
べ
る
」「
は

へ
る
」
と
な
っ
て
し
ま
う
、
ら
り
る
れ
ろ
の
発
音
が
で
き
な
い
と
平
太
夫
は
記
し
て

い
る
。
し
か
し
二
か
月
後
の
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
一
月
二
十
六
日
（
桑
名
日

記
一
、四
八
頁
）
に
は
、
だ
い
ぶ
発
音
が
上
達
し
た
よ
う
で
あ
る
。

大
ぶ
ん
べ
ろ
が
た
つ
し
や
に
な
り
い
つ
と
な
く
ば
べ
る
も
だ
べ
る
と
い
ふ
や
ふ

に
な
り
な
ん
ぞ
と
い
ふ
と
お
か
ん
こ
お
か
ん
こ
が
口
に
つ
い
て
い
る
そ
れ
に
ゆ

び
四
本
出
し
て
こ
れ
い
く
つ
と
い
ふ
ゆ
へ
四
つ
と
い
へ
ば
又
五
本
だ
し
て
い
く

つ
と
い
ふ
五
つ
と
い
へ
ば
ひ
つ
こ
ま
し
て
げ
ら
げ
ら
わ
ら
ひ
な
が
ら
べ
ろ
り
と

い
ふ
て
…
（
後
略
）

　二
か
月
前
は
言
え
な
か
っ
た
「
た
べ
る
」
が
言
え
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
指

で
数
字
を
あ
ら
わ
せ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
二
月
十
八
日
（
桑
名
日
記
一
、一
一
八
頁
）
で
は
、

鐐
之
助
が
最
近
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

鐐
児
は
六
つ
ま
へ
に
洗
場
へ
つ
れ
て
い
つ
て
く
る
。
帰
り
に
鐐
云
、
あ
つ
ち
の

280
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星
さ
ま
は
ひ
か
る
ね
へ
と
云
。
あ
れ
は
宵
の
み
や
じ
や
う
。
あ
つ
ち
の
三
つ
あ

る
の
が
さ
ん
た
い
ぼ
し
。

そ
の
し
た
に
あ
る
の
が
夜
な
か
の
み
や
う
星
さ
と
云
て
聞
せ
た
ら
、
が
て
ん
が

い
つ
た
や
ら
、
フ
ウ
…
ン
と
云
。
…
ま
づ
大
学
や
し
き
や
ふ
く
よ
り
そ
の
た
が

わ
ざ
る
ま
で
た
い
が
い
で
き
、
そ
れ
よ
り
そ
ろ
ば
ん
の
わ
り
こ
え
を
し
や
べ
ら

せ
る
に
七
二
か
か
の
六
と
云
た
ら
、
そ
れ
は
え
ち
ご
の
お
か
か
と
ろ
く
の
事
か

へ
と
云
。
み
な
み
な
大
わ
ら
ひ
い
た
す
。
そ
れ
よ
り
こ
ち
や
か
ま
や
せ
ぬ
を
う

と
ふ
。お
江
戸
日
本
ば
し
よ
り
た
か
な
わ
夜
あ
け
で
て
う
ち
ん
を
ま
で
う
と
う
。

の
ぼ
る
は
こ
ね
も
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
大
ぶ
ん
べ
ろ
が
ま
わ
る
や
ふ
に
な
り
、

五
音
そ
ふ
い
う
も
ち
と
づ
づ
で
き
、
よ
こ
よ
み
、
あ
か
さ
た
な
、
は
ま
や
ら
は
、

な
ど
ひ
と
り
で
で
き
る
。

　平
太
夫
が
洗
湯
か
ら
の
帰
り
道
、
鐐
之
助
に
星
の
名
前
を
教
え
て
い
た
り
、
鐐
之

助
が
大
学
や
そ
ろ
ば
ん
の
わ
り
こ
え
、
五
音
な
ど
を
言
っ
た
り
民
謡
を
歌
っ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
書
い
て
あ
る
。

　天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
二
月
十
八
日
の
条
（
桑
名
日
記
二
、二
七
頁
）
で

は
、
寝
床
で
平
太
夫
が
鐐
之
助
に
百
人
一
首
を
読
み
聞
か
せ
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

鐐
洗
湯
よ
り
帰
る
と
、
お
じ
い
さ
寝
□
寝
□
と
言
ゆ
へ
抱
て
寝
る
と
、
お
し
い
さ

百
人
し
ゆ
を
よ
み
な
ん
と
言
。
夜
前
の
通
り
天
智
天
皇
□
言
て
聞
せ
る
と
そ
の

通
り
鐐
も
読
む
。
天
智
天
皇
秋
の
田
の
、
て
ん
ち
て
ん
の
ふ
あ
き
の
田
の
、
刈

穂
の
庵
の
苫
を
あ
ら
み
、
か
り
ほ
の
い
ほ
の
と
ま
を
あ
ら
み
、
我
衣
手
は
、
わ

か
こ
ろ
も
て
は
、
露
に
濡
つ
つ
、
つ
ゆ
に
ぬ
れ
つ
つ
。
右
之
通
か
な
の
所
は
鐐

之
言
所
也
。
段
々
中
納
言
家
持
迄
読
内
、
も
ふ
ね
ふ
け
が
来
て
言
あ
げ
ぬ
内
に

ふ
ふ
る
な
り
。
文
字
の
通
り
段
々
声
か
小
さ
く
な
る
と
ね
ふ
る
也
。
中
納
言
家

持
鵲
の
渡
せ
る
橋
に
お
く
霜
の
、
ち
う
な
こ
ん
や
か
も
ち
か
さ
さ
き
の
わ
た
せ

る
は
し
に
お
く
し
も
の
、
白
き
を
見
れ
は
夜
そ
、
し
ろ
き
を
見
れ
は
よ
そ
、
此

通
り
段
々
声
か
ひ
く
く
な
る
と
ふ
う
ん
と
言
声
と
と
も
に
ね
ふ
つ
て
し
ま
う
也
。

　平
太
夫
が
百
人
一
首
を
言
う
の
に
続
い
て
鐐
之
助
も
復
唱
し
て
い
る
。
天
智
天
皇

か
ら
始
ま
り
中
納
言
家
持
ま
で
い
く
と
鐐
之
助
は
眠
気
に
負
け
、
復
唱
す
る
声
が
小

さ
く
な
っ
て
い
く
様
子
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　松
川
氏
は
鐐
之
助
の
教
育
に
つ
い
て
、「
学
習
準
備
と
い
っ
て
も
、
大
人
が
い
や

が
る
子
供
に
教
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
子
供
に
学
習
要
求
が
め
ば
え
、

大
人
に
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
と
求
め
る
態
度
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
ま
た
、
学
習
の
生
活
と
い
っ
て
も
、
た
だ
書
物
を
読
み
、
習
字
を
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
友
人
と
よ
く
遊
ん
で
い
る
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、

社
会
性
を
身
に
つ
け
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。」⑫

と
述
べ
て
い
る
。
桑
名
日
記
を
見
て

い
て
も
、
鐐
之
助
は
年
齢
に
応
じ
て
少
し
ず
つ
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
数
字
や
言
葉

を
学
び
、
確
実
に
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
四
節

　
鐐
之
助
の
手
習

　三
歳
か
ら
六
歳
に
か
け
て
、
手
習
い
を
始
め
る
た
め
に
必
要
な
学
習
は
一
通
り
済

ま
せ
た
鐐
之
助
は
、
つ
い
に
七
歳
に
な
る
と
手
習
い
に
通
い
始
め
て
い
る
。
第
四
節

で
は
鐐
之
助
が
手
習
い
で
ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
い
た
の
か
を
見
て
い
く
。

（
1
）
佐
藤
で
の
手
習
い

　天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
四
月
九
日
（
桑
名
日
記
三
、八
頁
）
に
な
る
と
、
鐐

之
助
は
手
習
い
に
行
き
始
め
て
い
る
。
こ
の
年
鐐
之
助
は
七
歳
で
あ
る
。
四
月
九
日
、

こ
の
日
に
平
太
夫
は
鐐
之
助
の
手
習
い
用
に
双
紙
を
二
冊
拵
え
、
親
戚
で
あ
る
留
五

郎
の
も
と
に
手
習
い
を
さ
せ
に
行
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
手
習
い
で
は
い
ろ
は
の

清
書
を
行
い
、
家
で
は
九
九
を
練
習
し
て
い
る
。

　一
般
的
な
手
習
い
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
「
書
く
事
」
が
最
も
重
視
さ
れ
て
い
た

と
い
う
。⑬

字
の
練
習
帳
で
あ
る
「
双
紙
」
の
横
に
お
手
本
を
置
き
、
双
紙
が
真
っ

黒
に
な
る
ま
で
何
度
も
文
字
を
書
き
練
習
を
す
る
。
清
書
が
出
来
た
日
に
は
筆
を

一
対
貰
っ
て
い
る
（
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
四
月
十
五
日
条
、
桑
名
日
記
三
、

九
頁
）。
さ
ら
に
は
、
現
代
の
子
供
と
変
わ
ら
ず
、
紙
に
落
書
き
を
し
て
い
た
の
が

見
つ
か
り
平
太
夫
と
お
増
に
手
習
い
に
行
か
さ
れ
て
い
る
シ
ー
ン
も
あ
る
（
天
保

十
四
年
（
一
八
四
三
）
九
月
六
日
、
桑
名
日
記
三
、三
七
頁
）。

　文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
中
村
弘
毅
の
『
父
子
訓
』
で
、
中
村
は

手
習
い
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。

12

七
八
歳
の
こ
ろ
よ
り
四
民
と
も
に
ま
づ
手
習
を
な
さ
し
む
べ
し
。
も
の
か
く
こ

と
は
人
た
る
も
の
。
第
一
の
芸
に
し
て
有
用
有
益
た
ふ
と
き
事
上
な
き
も
の
な

り
さ
れ
ば
甚
難
き
わ
ざ
に
て
。
人
な
み
に
書
得
ん
事
も
た
や
す
か
ら
ず
ゆ
へ
に

四
民
と
も
に
我
家
業
を
習
ふ
に
も
先
だ
ち
て
ま
づ
手
習
を
な
さ
し
む
べ
き
な

り
⑭

十
歳
よ
り
後
そ
ろ
ば
ん
算
術
の
事
を
学
し
む
べ
し
。⑮

　と
、
七
～
八
歳
の
頃
か
ら
手
習
い
を
さ
せ
る
よ
う
主
張
し
て
お
り
、
書
く
こ
と
が

一
番
難
し
く
、
人
並
に
書
く
こ
と
も
難
し
い
た
め
手
習
い
で
書
く
こ
と
を
学
ぶ
べ
き

だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
算
盤
や
算
術
は
十
歳
以
後
に
習
え
ば
よ
い
、
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
に
は
、
そ
ろ
ば
ん
が
当
時
の
人
に
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
が
記

さ
れ
て
い
る
。

士
た
る
人
及
富
商
の
家
な
ど
は
そ
ろ
ば
ん
は
い
や
し
と
あ
ざ
の
や
う
に
こ
こ
ろ

え
し
ら
ざ
る
を
上
品
の
人
が
ら
な
り
と
す
る
は
大
な
る
ひ
が
こ
と
な
り
。
そ
ろ

ば
ん
は
数
と
い
ひ
て
六
芸
の
一
つ
に
し
て
貴
賤
と
な
く
習
は
ず
し
て
か
な
わ
ぬ

わ
ざ
に
て
家
国
天
下
を
治
る
に
有
用
の
も
の
う
り
た
ふ
と
き
人
も
必
学
び
た
る

ふ
べ
き
な
り

⑯

　武
士
や
裕
福
な
商
人
に
と
っ
て
は
い
や
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
中
村
は
、
そ
ろ
ば
ん
は
六
芸
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
貴
賤
問
わ
ず
習

う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　八
鍬
友
宏
氏
に
よ
る
と
手
習
の
学
習
課
程
は
全
国
を
見
て
も
共
通
し
て
お
り
、
い

ろ
は
の
書
き
取
り
か
ら
始
ま
り
、
数
字
、
漢
字
、
単
語
、
文
章
と
続
い
て
い
く
と
指
摘

し
て
い
る
。
日
用
文
章
ま
で
が
文
字
習
得
の
た
め
の
基
礎
編
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
に
そ

の
後
は
個
人
に
合
わ
せ
た
往
来
物
の
学
習
へ
と
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。⑰

鐐
之
助
自

身
は
、
手
習
い
に
行
き
始
め
た
四
月
九
日
か
ら
い
ろ
は
の
清
書
を
開
始
し
、
そ
の
約
一

か
月
後
で
あ
る
五
月
八
日
（
桑
名
日
記
三
、一
四
頁
）
に
は
い
ろ
は
を
一
通
り
書
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
少
し
日
付
が
と
び
、
七
月
四
日
（
桑
名
日
記
三
、二
六
頁
）
に

は
一
か
ら
十
ま
で
清
書
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て
お
り
、
手
習
い
開
始
か

ら
約
三
カ
月
で
数
字
ま
で
段
階
を
進
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
そ
の
一
か
月
後
の

八
月
五
日
（
桑
名
日
記
三
、三
二
頁
）
に
は
、
短
文
の
清
書
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
2
）
丸
山
で
の
手
習
い

　さ
ら
に
、
翌
年
の
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
二
月
四
日
（
桑
名
日
記
三
、九
頁
）

か
ら
鐐
之
助
は
、
丸
山
と
い
う
人
物
の
も
と
へ
手
習
に
行
き
始
め
て
い
る
。
き
っ
か
け

は
鐐
之
助
の
周
り
の
子
供
が
残
ら
ず
丸
山
に
手
習
い
に
行
っ
て
い
た
事
で
あ
る
。
丸
山

で
の
手
習
い
は
こ
れ
ま
で
通
っ
て
い
た
佐
藤
で
の
手
習
い
と
は
異
な
る
点
が
二
つ
あ

る
。
一
つ
は
、
当
番
が
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
二
つ
目
は
教
育
方
法
の
違
い
で
あ
る
。

　ま
ず
一
つ
目
の
当
番
制
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
十
七
日
（
桑
名
日
記
三
、一
四
頁
）

の
条
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
、
鐐
之
助
は
朝
一
番
に
手
習
所
へ
行
き
、
手
習
い

に
来
る
子
供
た
ち
の
机
を
準
備
し
、
手
習
い
が
終
わ
る
と
そ
の
机
を
片
付
け
る
当
番

に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
当
番
は
三
人
で
ま
わ
し
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　次
の
教
育
方
法
の
違
い
で
は
、
同
じ
く
二
月
二
十
七
日
の
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

佐
藤
で
の
手
習
い
で
は
、
若
手
に
よ
く
教
え
て
貰
え
た
が
、
丸
山
で
の
手
習
い
は
手

厚
く
教
え
て
も
ら
え
る
こ
と
は
な
く
清
書
に
つ
い
て
も
一
人
で
書
け
る
よ
う
に
な
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
教
育
方
針
の
た
め
手
を
取
り
教
え
て
も
ら
う
こ
と
は
な
か
っ

た
。
丸
山
で
は
多
く
の
子
供
が
通
う
一
般
に
言
わ
れ
る
寺
子
屋
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。

　佐
藤
か
ら
丸
山
へ
と
手
習
い
先
が
変
わ
り
、
教
育
方
法
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
鐐
之

助
は
清
書
に
苦
戦
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
六
月
二
日

の
記
事
（
桑
名
日
記
三
、三
二
頁
）
で
、
鐐
之
助
が
清
書
を
一
度
で
書
き
上
げ
た
と

家
に
そ
の
清
書
を
持
ち
帰
っ
て
き
た
時
の
話
で
あ
る
。

鐐
之
助
一
度
に
て
清
書
始
而
上
り
候
迚
、
歓
て
持
て
来
た
れ
は
、
お
な
か
云
に

は
、
誰
に
か
手
を
添
て
貰
ふ
て
書
た
の
た
ろ
ふ
。
い
つ
て
も
三
度
目
か
漸
上
る

に
と
云
と
、
鐐
大
立
腹
。
佐
藤
て
は
皆
ん
な
か
差
図
し
て
く
ん
な
る
か
ら
、
能

出
来
る
け
れ
と
も
、
丸
山
て
は
誰
も
お
し
え
て
く
れ
る
も
の
か
な
へ
、
能
出
来

ぬ
、
此
度
は
折
角
骨
折
て
一
度
で
上
つ
た
の
に
、
手
伝
て
貰
つ
た
な
ん
て
云
か

ら
、
是
か
ら
清
書
は
内
へ
持
て
来
ぬ
と
云
て
、
顔
色
替
て
お
こ
つ
た
げ
な
。
御

蔵
よ
り
帰
り
候
処
、
ひ
ろ
け
て
有
故
、
を
や
珍
ら
敷
一
度
て
揚
つ
た
と
誉
た
れ

は
、
さ
つ
き
お
は
は
か
、
手
伝
つ
て
貰
つ
て
書
て
来
た
と
云
。
も
う
ふ
つ
つ
り

清
書
は
持
て
来
ぬ
と
云
故
、
い
や
い
や
是
は
手
伝
な
し
、
一
人
て
書
た
の
に
違

ひ
な
し
。
な
に
お
ば
が
知
る
も
の
か
と
云
た
ら
、
機
嫌
能
し
て
遊
ひ
に
出
懸
る
。
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星
さ
ま
は
ひ
か
る
ね
へ
と
云
。
あ
れ
は
宵
の
み
や
じ
や
う
。
あ
つ
ち
の
三
つ
あ

る
の
が
さ
ん
た
い
ぼ
し
。

そ
の
し
た
に
あ
る
の
が
夜
な
か
の
み
や
う
星
さ
と
云
て
聞
せ
た
ら
、
が
て
ん
が

い
つ
た
や
ら
、
フ
ウ
…
ン
と
云
。
…
ま
づ
大
学
や
し
き
や
ふ
く
よ
り
そ
の
た
が

わ
ざ
る
ま
で
た
い
が
い
で
き
、
そ
れ
よ
り
そ
ろ
ば
ん
の
わ
り
こ
え
を
し
や
べ
ら

せ
る
に
七
二
か
か
の
六
と
云
た
ら
、
そ
れ
は
え
ち
ご
の
お
か
か
と
ろ
く
の
事
か

へ
と
云
。
み
な
み
な
大
わ
ら
ひ
い
た
す
。
そ
れ
よ
り
こ
ち
や
か
ま
や
せ
ぬ
を
う

と
ふ
。お
江
戸
日
本
ば
し
よ
り
た
か
な
わ
夜
あ
け
で
て
う
ち
ん
を
ま
で
う
と
う
。

の
ぼ
る
は
こ
ね
も
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
大
ぶ
ん
べ
ろ
が
ま
わ
る
や
ふ
に
な
り
、

五
音
そ
ふ
い
う
も
ち
と
づ
づ
で
き
、
よ
こ
よ
み
、
あ
か
さ
た
な
、
は
ま
や
ら
は
、

な
ど
ひ
と
り
で
で
き
る
。

　平
太
夫
が
洗
湯
か
ら
の
帰
り
道
、
鐐
之
助
に
星
の
名
前
を
教
え
て
い
た
り
、
鐐
之

助
が
大
学
や
そ
ろ
ば
ん
の
わ
り
こ
え
、
五
音
な
ど
を
言
っ
た
り
民
謡
を
歌
っ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
書
い
て
あ
る
。

　天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
二
月
十
八
日
の
条
（
桑
名
日
記
二
、二
七
頁
）
で

は
、
寝
床
で
平
太
夫
が
鐐
之
助
に
百
人
一
首
を
読
み
聞
か
せ
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

鐐
洗
湯
よ
り
帰
る
と
、
お
じ
い
さ
寝
□
寝
□
と
言
ゆ
へ
抱
て
寝
る
と
、
お
し
い
さ

百
人
し
ゆ
を
よ
み
な
ん
と
言
。
夜
前
の
通
り
天
智
天
皇
□
言
て
聞
せ
る
と
そ
の

通
り
鐐
も
読
む
。
天
智
天
皇
秋
の
田
の
、
て
ん
ち
て
ん
の
ふ
あ
き
の
田
の
、
刈

穂
の
庵
の
苫
を
あ
ら
み
、
か
り
ほ
の
い
ほ
の
と
ま
を
あ
ら
み
、
我
衣
手
は
、
わ

か
こ
ろ
も
て
は
、
露
に
濡
つ
つ
、
つ
ゆ
に
ぬ
れ
つ
つ
。
右
之
通
か
な
の
所
は
鐐

之
言
所
也
。
段
々
中
納
言
家
持
迄
読
内
、
も
ふ
ね
ふ
け
が
来
て
言
あ
げ
ぬ
内
に

ふ
ふ
る
な
り
。
文
字
の
通
り
段
々
声
か
小
さ
く
な
る
と
ね
ふ
る
也
。
中
納
言
家

持
鵲
の
渡
せ
る
橋
に
お
く
霜
の
、
ち
う
な
こ
ん
や
か
も
ち
か
さ
さ
き
の
わ
た
せ

る
は
し
に
お
く
し
も
の
、
白
き
を
見
れ
は
夜
そ
、
し
ろ
き
を
見
れ
は
よ
そ
、
此

通
り
段
々
声
か
ひ
く
く
な
る
と
ふ
う
ん
と
言
声
と
と
も
に
ね
ふ
つ
て
し
ま
う
也
。

　平
太
夫
が
百
人
一
首
を
言
う
の
に
続
い
て
鐐
之
助
も
復
唱
し
て
い
る
。
天
智
天
皇

か
ら
始
ま
り
中
納
言
家
持
ま
で
い
く
と
鐐
之
助
は
眠
気
に
負
け
、
復
唱
す
る
声
が
小

さ
く
な
っ
て
い
く
様
子
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　松
川
氏
は
鐐
之
助
の
教
育
に
つ
い
て
、「
学
習
準
備
と
い
っ
て
も
、
大
人
が
い
や

が
る
子
供
に
教
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
子
供
に
学
習
要
求
が
め
ば
え
、

大
人
に
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
と
求
め
る
態
度
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
ま
た
、
学
習
の
生
活
と
い
っ
て
も
、
た
だ
書
物
を
読
み
、
習
字
を
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
友
人
と
よ
く
遊
ん
で
い
る
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、

社
会
性
を
身
に
つ
け
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。」⑫

と
述
べ
て
い
る
。
桑
名
日
記
を
見
て

い
て
も
、
鐐
之
助
は
年
齢
に
応
じ
て
少
し
ず
つ
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
数
字
や
言
葉

を
学
び
、
確
実
に
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
四
節

　
鐐
之
助
の
手
習

　三
歳
か
ら
六
歳
に
か
け
て
、
手
習
い
を
始
め
る
た
め
に
必
要
な
学
習
は
一
通
り
済

ま
せ
た
鐐
之
助
は
、
つ
い
に
七
歳
に
な
る
と
手
習
い
に
通
い
始
め
て
い
る
。
第
四
節

で
は
鐐
之
助
が
手
習
い
で
ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
い
た
の
か
を
見
て
い
く
。

（
1
）
佐
藤
で
の
手
習
い

　天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
四
月
九
日
（
桑
名
日
記
三
、八
頁
）
に
な
る
と
、
鐐

之
助
は
手
習
い
に
行
き
始
め
て
い
る
。
こ
の
年
鐐
之
助
は
七
歳
で
あ
る
。
四
月
九
日
、

こ
の
日
に
平
太
夫
は
鐐
之
助
の
手
習
い
用
に
双
紙
を
二
冊
拵
え
、
親
戚
で
あ
る
留
五

郎
の
も
と
に
手
習
い
を
さ
せ
に
行
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
手
習
い
で
は
い
ろ
は
の

清
書
を
行
い
、
家
で
は
九
九
を
練
習
し
て
い
る
。

　一
般
的
な
手
習
い
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
「
書
く
事
」
が
最
も
重
視
さ
れ
て
い
た

と
い
う
。⑬

字
の
練
習
帳
で
あ
る
「
双
紙
」
の
横
に
お
手
本
を
置
き
、
双
紙
が
真
っ

黒
に
な
る
ま
で
何
度
も
文
字
を
書
き
練
習
を
す
る
。
清
書
が
出
来
た
日
に
は
筆
を

一
対
貰
っ
て
い
る
（
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
四
月
十
五
日
条
、
桑
名
日
記
三
、

九
頁
）。
さ
ら
に
は
、
現
代
の
子
供
と
変
わ
ら
ず
、
紙
に
落
書
き
を
し
て
い
た
の
が

見
つ
か
り
平
太
夫
と
お
増
に
手
習
い
に
行
か
さ
れ
て
い
る
シ
ー
ン
も
あ
る
（
天
保

十
四
年
（
一
八
四
三
）
九
月
六
日
、
桑
名
日
記
三
、三
七
頁
）。

　文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
中
村
弘
毅
の
『
父
子
訓
』
で
、
中
村
は

手
習
い
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
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七
八
歳
の
こ
ろ
よ
り
四
民
と
も
に
ま
づ
手
習
を
な
さ
し
む
べ
し
。
も
の
か
く
こ

と
は
人
た
る
も
の
。
第
一
の
芸
に
し
て
有
用
有
益
た
ふ
と
き
事
上
な
き
も
の
な

り
さ
れ
ば
甚
難
き
わ
ざ
に
て
。
人
な
み
に
書
得
ん
事
も
た
や
す
か
ら
ず
ゆ
へ
に

四
民
と
も
に
我
家
業
を
習
ふ
に
も
先
だ
ち
て
ま
づ
手
習
を
な
さ
し
む
べ
き
な

り
⑭

十
歳
よ
り
後
そ
ろ
ば
ん
算
術
の
事
を
学
し
む
べ
し
。⑮

　と
、
七
～
八
歳
の
頃
か
ら
手
習
い
を
さ
せ
る
よ
う
主
張
し
て
お
り
、
書
く
こ
と
が

一
番
難
し
く
、
人
並
に
書
く
こ
と
も
難
し
い
た
め
手
習
い
で
書
く
こ
と
を
学
ぶ
べ
き

だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
算
盤
や
算
術
は
十
歳
以
後
に
習
え
ば
よ
い
、
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
に
は
、
そ
ろ
ば
ん
が
当
時
の
人
に
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
が
記

さ
れ
て
い
る
。

士
た
る
人
及
富
商
の
家
な
ど
は
そ
ろ
ば
ん
は
い
や
し
と
あ
ざ
の
や
う
に
こ
こ
ろ

え
し
ら
ざ
る
を
上
品
の
人
が
ら
な
り
と
す
る
は
大
な
る
ひ
が
こ
と
な
り
。
そ
ろ

ば
ん
は
数
と
い
ひ
て
六
芸
の
一
つ
に
し
て
貴
賤
と
な
く
習
は
ず
し
て
か
な
わ
ぬ

わ
ざ
に
て
家
国
天
下
を
治
る
に
有
用
の
も
の
う
り
た
ふ
と
き
人
も
必
学
び
た
る

ふ
べ
き
な
り

⑯

　武
士
や
裕
福
な
商
人
に
と
っ
て
は
い
や
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
中
村
は
、
そ
ろ
ば
ん
は
六
芸
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
貴
賤
問
わ
ず
習

う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　八
鍬
友
宏
氏
に
よ
る
と
手
習
の
学
習
課
程
は
全
国
を
見
て
も
共
通
し
て
お
り
、
い

ろ
は
の
書
き
取
り
か
ら
始
ま
り
、
数
字
、
漢
字
、
単
語
、
文
章
と
続
い
て
い
く
と
指
摘

し
て
い
る
。
日
用
文
章
ま
で
が
文
字
習
得
の
た
め
の
基
礎
編
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
に
そ

の
後
は
個
人
に
合
わ
せ
た
往
来
物
の
学
習
へ
と
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。⑰

鐐
之
助
自

身
は
、
手
習
い
に
行
き
始
め
た
四
月
九
日
か
ら
い
ろ
は
の
清
書
を
開
始
し
、
そ
の
約
一

か
月
後
で
あ
る
五
月
八
日
（
桑
名
日
記
三
、一
四
頁
）
に
は
い
ろ
は
を
一
通
り
書
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
少
し
日
付
が
と
び
、
七
月
四
日
（
桑
名
日
記
三
、二
六
頁
）
に

は
一
か
ら
十
ま
で
清
書
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て
お
り
、
手
習
い
開
始
か

ら
約
三
カ
月
で
数
字
ま
で
段
階
を
進
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
そ
の
一
か
月
後
の

八
月
五
日
（
桑
名
日
記
三
、三
二
頁
）
に
は
、
短
文
の
清
書
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
2
）
丸
山
で
の
手
習
い

　さ
ら
に
、
翌
年
の
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
二
月
四
日
（
桑
名
日
記
三
、九
頁
）

か
ら
鐐
之
助
は
、
丸
山
と
い
う
人
物
の
も
と
へ
手
習
に
行
き
始
め
て
い
る
。
き
っ
か
け

は
鐐
之
助
の
周
り
の
子
供
が
残
ら
ず
丸
山
に
手
習
い
に
行
っ
て
い
た
事
で
あ
る
。
丸
山

で
の
手
習
い
は
こ
れ
ま
で
通
っ
て
い
た
佐
藤
で
の
手
習
い
と
は
異
な
る
点
が
二
つ
あ

る
。
一
つ
は
、
当
番
が
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
二
つ
目
は
教
育
方
法
の
違
い
で
あ
る
。

　ま
ず
一
つ
目
の
当
番
制
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
十
七
日
（
桑
名
日
記
三
、一
四
頁
）

の
条
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
、
鐐
之
助
は
朝
一
番
に
手
習
所
へ
行
き
、
手
習
い

に
来
る
子
供
た
ち
の
机
を
準
備
し
、
手
習
い
が
終
わ
る
と
そ
の
机
を
片
付
け
る
当
番

に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
当
番
は
三
人
で
ま
わ
し
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　次
の
教
育
方
法
の
違
い
で
は
、
同
じ
く
二
月
二
十
七
日
の
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

佐
藤
で
の
手
習
い
で
は
、
若
手
に
よ
く
教
え
て
貰
え
た
が
、
丸
山
で
の
手
習
い
は
手

厚
く
教
え
て
も
ら
え
る
こ
と
は
な
く
清
書
に
つ
い
て
も
一
人
で
書
け
る
よ
う
に
な
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
教
育
方
針
の
た
め
手
を
取
り
教
え
て
も
ら
う
こ
と
は
な
か
っ

た
。
丸
山
で
は
多
く
の
子
供
が
通
う
一
般
に
言
わ
れ
る
寺
子
屋
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。

　佐
藤
か
ら
丸
山
へ
と
手
習
い
先
が
変
わ
り
、
教
育
方
法
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
鐐
之

助
は
清
書
に
苦
戦
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
六
月
二
日

の
記
事
（
桑
名
日
記
三
、三
二
頁
）
で
、
鐐
之
助
が
清
書
を
一
度
で
書
き
上
げ
た
と

家
に
そ
の
清
書
を
持
ち
帰
っ
て
き
た
時
の
話
で
あ
る
。

鐐
之
助
一
度
に
て
清
書
始
而
上
り
候
迚
、
歓
て
持
て
来
た
れ
は
、
お
な
か
云
に

は
、
誰
に
か
手
を
添
て
貰
ふ
て
書
た
の
た
ろ
ふ
。
い
つ
て
も
三
度
目
か
漸
上
る

に
と
云
と
、
鐐
大
立
腹
。
佐
藤
て
は
皆
ん
な
か
差
図
し
て
く
ん
な
る
か
ら
、
能

出
来
る
け
れ
と
も
、
丸
山
て
は
誰
も
お
し
え
て
く
れ
る
も
の
か
な
へ
、
能
出
来

ぬ
、
此
度
は
折
角
骨
折
て
一
度
で
上
つ
た
の
に
、
手
伝
て
貰
つ
た
な
ん
て
云
か

ら
、
是
か
ら
清
書
は
内
へ
持
て
来
ぬ
と
云
て
、
顔
色
替
て
お
こ
つ
た
げ
な
。
御

蔵
よ
り
帰
り
候
処
、
ひ
ろ
け
て
有
故
、
を
や
珍
ら
敷
一
度
て
揚
つ
た
と
誉
た
れ

は
、
さ
つ
き
お
は
は
か
、
手
伝
つ
て
貰
つ
て
書
て
来
た
と
云
。
も
う
ふ
つ
つ
り

清
書
は
持
て
来
ぬ
と
云
故
、
い
や
い
や
是
は
手
伝
な
し
、
一
人
て
書
た
の
に
違

ひ
な
し
。
な
に
お
ば
が
知
る
も
の
か
と
云
た
ら
、
機
嫌
能
し
て
遊
ひ
に
出
懸
る
。

278

（28）（29）
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　持
っ
て
帰
っ
て
来
た
清
書
を
見
た
お
な
か
が
、
誰
か
に
手
を
取
っ
て
も
ら
っ
て
書

い
た
の
だ
ろ
う
と
信
じ
な
か
っ
た
。
丸
山
で
は
誰
も
教
え
て
く
れ
ず
清
書
が
良
く
出

来
な
い
か
ら
、
今
回
一
回
で
書
け
て
嬉
し
か
っ
た
の
に
そ
れ
を
嘘
だ
と
言
わ
れ
た
こ

と
に
鐐
之
助
は
腹
を
立
て
た
。
最
後
は
お
増
に
褒
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
機
嫌
を
直

し
、
遊
び
に
出
か
け
て
い
る
。
お
な
か
は
、
平
太
夫
の
実
の
娘
で
あ
る
。

（
3
）
藤
井
で
の
手
習
い

　丸
山
に
通
っ
て
い
た
鐐
之
助
で
あ
っ
た
が
、
鐐
之
助
自
身
も
時
々
こ
ぼ
し
て
い
た

が
や
は
り
人
数
の
多
さ
が
原
因
と
な
り
、
指
導
の
手
が
回
り
き
っ
て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
年
後
の
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
か
ら
藤
井
右
衛
門
と

い
う
人
物
の
も
と
に
新
た
に
手
習
に
行
き
始
め
て
い
る
。
下
記
は
一
月
二
十
一
日
の

記
事
で
あ
る
（
桑
名
日
記
四
、一
五
三
頁
）。

鐐
之
助
是
迄
丸
山
へ
手
習
に
行
候
得
と
も
餘
り
大
勢
に
て
、
先
生
手
廻
り
兼
候

様
子
に
付
、
旧
冬
藤
井
為
右
衛
門
方
へ
当
正
月
よ
り
五
六
人
も
参
候
趣
に
付
、

鐐
之
助
も
相
頼
候
処
、
承
ち
に
而
今
日
よ
り
参
候
様
申
越
れ
候
付
、
鐐
召
連
藤

井
へ
酒
札
壱
枚
持
参
頼
て
帰
り
、
…
（
後
略
）

　こ
れ
ま
で
丸
山
に
居
た
頃
の
鐐
之
助
は
手
習
よ
り
も
遊
び
に
熱
心
で
、
平
太
夫
や

勝
之
助
に
心
配
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
藤
井
の
も
と
に
通
い
始
め
る
と

家
で
も
本
を
読
ん
だ
り
清
書
を
す
る
時
間
が
増
え
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　ま
た
、
藤
井
の
も
と
に
通
い
始
め
て
か
ら
清
書
が
上
達
し
た
よ
う
で
あ
る
。
勝
之

助
が
上
達
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

鐐
之
助
清
書
先
生
替
り
候
せ
い
歟
大
分
見
事
に
出
来
相
悦
ひ
申
候
。

（
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
二
十
二
日
、
柏
崎
日
記
下
、
一
〇
〇
頁
）

　こ
れ
ま
で
の
指
導
環
境
か
ら
一
転
し
て
し
っ
か
り
と
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

た
事
で
、
鐐
之
助
も
勉
学
に
励
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　以
上
、
七
歳
に
な
る
と
手
習
に
行
き
始
め
、
約
半
年
で
文
字
や
数
字
を
見
に
付
け
、

八
歳
に
な
る
と
本
格
的
な
手
習
い
へ
と
移
行
し
、
時
に
は
指
導
方
法
の
違
い
に
苦
し

み
な
が
ら
も
大
学
や
論
語
と
言
っ
た
書
物
を
使
用
し
た
学
習
へ
と
段
階
を
進
め
て
い

た
の
で
あ
る
。

第
三
章

　
平
太
夫
と
お
増
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

　第
三
章
で
は
、
平
太
夫
と
お
増
が
そ
れ
ぞ
れ
鐐
之
助
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割

を
も
っ
て
接
し
て
い
た
の
か
前
章
ま
で
の
教
育
や
し
つ
け
の
様
子
を
踏
ま
え
な
が
ら

見
て
い
く
。

　江
戸
時
代
に
お
い
て
、
育
児
の
直
接
の
担
い
手
は
女
性
が
多
か
っ
た
が
、
男
性
も

育
児
に
関
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
太
田
素
子
氏
に
よ
る
と
、
男
性
は
子
育
て

に
つ
い
て
記
録
を
書
残
す
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
は
識
字
率
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
江

戸
時
代
は
家
の
継
承
を
価
値
と
考
え
る
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
す
る
と
述
べ
て

い
る
。
子
育
て
は
男
性
に
と
っ
て
公
事
で
あ
り
、
女
性
を
よ
く
教
訓
し
て
良
き
子
育

て
を
さ
せ
る
こ
と
が
家
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
男
性
に
と
っ
て
の
責
任
と
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。⑱

　ま
た
、
貝
原
益
軒
は
自
身
が
記
し
た
教
育
書
『
和
俗
童
子
訓
』
第
五
巻
「
教
女
子

法
」
の
中
で
、
女
性
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
女
性
は
成
長
し
た
ら
他
の
家

に
嫁
ぎ
夫
に
仕
え
る
も
の
で
あ
り
、
た
だ
従
い
情
け
深
く
静
か
で
あ
る
べ
き
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
朝
は
早
く
起
き
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
て
昼
寝
は
せ
ず
、
家

の
事
を
怠
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
し
て
、
夫
の
た
め
に
衣
服
を
縫
い
、
食
事
を
作
り
、

掃
除
を
し
て
、
子
供
を
育
て
、
常
に
家
の
内
に
居
て
み
だ
り
に
外
へ
出
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
妻
と
し
て
女
性
と
し
て
の
在
り
方
で
あ
る

⑲

と
し
て
い
る
。

第
一
節

　
平
太
夫
と
鐐
之
助

　第
一
節
で
は
、
平
太
夫
の
鐐
之
助
へ
の
関
わ
り
方
を
見
て
い
く
。

　鐐
之
助
が
渡
部
家
の
家
督
を
継
げ
る
よ
う
、
教
育
を
施
し
、
社
会
性
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
の
が
平
太
夫
の
役
割
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
家
の
最

高
責
任
者
と
し
て
の
役
割
を
平
太
夫
も
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　教
育
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
述
べ
た
通
り
、
鐐
之
助
が
三
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
、

少
し
ず
つ
い
ろ
は
や
数
字
を
教
え
、
五
歳
に
な
る
と
興
味
関
心
に
応
じ
て
物
を
教
え
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て
い
っ
た
。
七
歳
に
な
る
と
親
戚
の
も
と
へ
手
習
に
行
か
せ
い
ろ
は
、
数
字
、
文
章

の
清
書
を
一
通
り
学
習
し
、
八
歳
に
な
る
と
丸
山
へ
手
習
に
行
か
せ
大
学
や
論
語
と

い
っ
た
書
物
を
使
っ
て
の
学
習
へ
と
移
行
し
て
い
っ
て
い
る
。

　鐐
之
助
の
教
育
に
つ
い
て
は
す
べ
て
平
太
夫
が
担
っ
て
お
り
、
日
記
の
中
で
も
平

太
夫
が
鐐
之
助
に
あ
れ
こ
れ
と
教
え
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
第
二

節
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
洗
湯
帰
り
に
鐐
之
助
に
星
の
名
前
を
教
え
て
い
た
り
、
寝

床
で
百
人
一
首
を
二
人
で
唱
え
て
い
た
り
し
て
い
る
。

　本
格
的
に
物
を
覚
え
さ
せ
始
め
た
の
は
、
五
歳
頃
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
も
平

太
夫
は
鐐
之
助
に
物
を
覚
え
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
記
事
が
天
保

十
年
（
一
八
三
九
）
十
二
月
一
日
（
桑
名
日
記
一
、三
八
頁
）
で
あ
り
、
平
太
夫
が
鐐

之
助
に
物
を
覚
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
た
め
苦
労
し
て
い
る
。

も
の
を
お
ほ
へ
よ
ふ
と
て
か
な
に
を
い
ふ
て
き
か
せ
て
も
く
ど
く
き
く
に
は
こ

ま
る

　こ
の
時
に
は
ま
だ
鐐
之
助
の
中
で
学
習
・
知
識
の
収
集
に
関
心
が
な
か
っ
た
た
め
、

言
う
こ
と
を
聞
こ
う
と
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
以
上
か
ら
少
し
時
期

が
早
か
っ
た
た
め
に
困
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
平
太
夫
は
鐐
之
助
に
物
を
教
え
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　次
に
社
会
性
に
つ
い
て
は
第
二
章
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
家
に
訪
れ
る
来
客

と
の
交
流
や
親
戚
・
他
の
家
の
子
供
な
ど
、
鐐
之
助
は
毎
日
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
多

く
の
幅
広
い
年
代
の
人
間
と
交
流
し
て
い
た
。
家
や
そ
の
周
辺
で
の
交
流
だ
け
で
な

く
、
時
に
は
祭
り
や
行
事
を
見
せ
に
行
っ
た
先
で
人
と
交
流
し
、
遠
出
を
し
た
先
で

人
と
関
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
記
の
中
で
度
々
平
太
夫
と
鐐
之
助
、

二
人
で
出
か
け
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
八
月

二
十
一
日
の
記
事
（
桑
名
日
記
一
、一
七
頁
）
で
は
、鐐
之
助
を
遊
ば
せ
に
町
の
様
々

な
所
へ
行
っ
て
い
る
。

ひ
る
よ
り
町
や
川
へ
鐐
こ
あ
そ
ば
せ
に
つ
れ
て
ゆ
き
は
し
の
な
が
れ
た
と
こ
ろ

を
見
る
に
北
の
は
し
の
南
の
あ
と
拾
け
ん
よ
南
の
は
し
の
北
の
あ
も
と
拾
け
ん

ほ
ど
な
が
れ
ま
ん
な
か
の
は
た
け
は
さ
つ
ぱ
り
か
わ
ら
に
な
り
川
は
北
の
は
し

の
ま
ん
な
か
ま
つ
す
ぐ
に
な
が
れ
は
し
よ
り
か
わ
ら
へ
お
り
る
よ
ふ
は
し
が
か

か
り
南
の
は
し
も
又
か
わ
ら
よ
り
橋
の
上
へ
あ
が
る
や
う
に
川
ふ
ね
二
そ
ふ
あ

り
そ
の
ふ
ね
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
鐐
こ
つ
れ
ゆ
き
候
と
こ
ろ
出
た
り
は
い
つ
た
り

と
も
の
と
こ
ろ
よ
り
と
び
お
り
た
り
小
い
し
を
ひ
ろ
ひ
と
も
の
と
こ
ろ
へ
も
つ

て
あ
が
り
そ
の
い
し
を
な
げ
た
り
ま
こ
と
に
よ
ね
ん
な
く
一
と
き
ほ
と
あ
そ
ば

せ
そ
れ
よ
り
南
の
は
し
江
上
り
な
を
の
つ
つ
み
上
り
そ
れ
よ
り
そ
ろ
そ
ろ
も
ど

り
や
す
な
が
に
て
さ
つ
ま
い
も
を
か
ふ
て
や
り
又
す
い
じ
ん
の
ほ
う
へ
つ
つ
み

ど
ふ
り
ふ
ら
ふ
ら
の
ぼ
り
す
い
じ
ん
の
ま
へ
に
て
や
す
み
御
用
す
い
の
は
た
ど

ふ
り
し
ん
ち
へ
出
う
す
い
の
よ
こ
に
て
鐐
こ
い
ふ
た
い
そ
ふ
く
た
び
れ
た
か
ら

や
す
ま
ふ
ね
へ
と
い
ふ
て
道
ば
た
へ
こ
し
か
け
る
。
し
ん
ち
の
子
ど
も
見
て
い

て
わ
ろ
ふ
そ
れ
よ
り
い
な
づ
か
へ
よ
り
て
て
つ
ぼ
う
と
大
さ
わ
ぎ
あ
ん
も
と
お

せ
ん
を
た
べ
る
そ
れ
よ
り
片
山
へ
よ
り
か
へ
る
。
ふ
く
江
町
に
わ
と
り
七
八
わ

ひ
よ
つ
子
ま
じ
り
お
る
を
り
や
う
て
を
ひ
ろ
げ
つ
か
ま
へ
る
と
て
お
い
ま
わ
す

を
水
谷
よ
助
が
見
て
お
か
し
が
り
に
こ
に
こ
わ
ろ
ふ
て
ゆ
く

　平
太
夫
と
鐐
之
助
の
外
出
の
特
徴
は
、
一
回
で
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
そ
の
二
日
後
の
八
月
二
十
三
日
（
桑
名
日
記
一
、一
八

頁
）
に
は
、
平
太
夫
と
鐐
之
助
、
お
な
か
の
三
人
で
様
々
な
場
所
に
出
か
け
て
い
る
。

ひ
る
す
ぎ
よ
り
馬
道
の
こ
ん
や
へ
も
め
ん
い
と
を
も
つ
て
ゆ
き
な
が
ら
お
な
か

と
鐐
こ
つ
れ
て
は
し
り
井
山
よ
り
え
ん
し
や
う
ぐ
ら
わ
ら
じ
が
み
へ
参
り
む
す

び
を
た
べ
さ
せ
そ
れ
よ
り
ひ
ろ
し
さ
の
御
は
か
へ
参
り
岩
崎
の
は
か
は
ひ
ろ
し

の
は
か
と
む
か
ひ
あ
わ
せ
な
り
…
（
中
略
）
…
そ
れ
か
ら
や
う
し
ゆ
あ
ん
へ
出

て
つ
ぽ
う
ば
へ
よ
り
七
つ
す
ぎ
か
へ
る

　二
つ
の
記
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
多
く
の
場
所
へ
出
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

様
々
な
人
と
出
会
い
、
出
会
っ
た
人
達
と
鐐
之
助
は
交
流
し
て
社
会
性
を
身
に
つ
け

て
い
た
の
で
あ
る
。

　以
上
、
平
太
夫
の
役
割
は
教
育
と
人
と
の
交
流
の
機
会
を
与
え
る
と
い
う
大
き
く

二
つ
で
あ
り
、
そ
の
役
割
の
中
で
平
太
夫
は
着
実
に
鐐
之
助
へ
の
教
育
を
施
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
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下級武士家庭におけるしつけと教育の男女による違い ―桑名日記を事例に―

　持
っ
て
帰
っ
て
来
た
清
書
を
見
た
お
な
か
が
、
誰
か
に
手
を
取
っ
て
も
ら
っ
て
書

い
た
の
だ
ろ
う
と
信
じ
な
か
っ
た
。
丸
山
で
は
誰
も
教
え
て
く
れ
ず
清
書
が
良
く
出

来
な
い
か
ら
、
今
回
一
回
で
書
け
て
嬉
し
か
っ
た
の
に
そ
れ
を
嘘
だ
と
言
わ
れ
た
こ

と
に
鐐
之
助
は
腹
を
立
て
た
。
最
後
は
お
増
に
褒
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
機
嫌
を
直

し
、
遊
び
に
出
か
け
て
い
る
。
お
な
か
は
、
平
太
夫
の
実
の
娘
で
あ
る
。

（
3
）
藤
井
で
の
手
習
い

　丸
山
に
通
っ
て
い
た
鐐
之
助
で
あ
っ
た
が
、
鐐
之
助
自
身
も
時
々
こ
ぼ
し
て
い
た

が
や
は
り
人
数
の
多
さ
が
原
因
と
な
り
、
指
導
の
手
が
回
り
き
っ
て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
年
後
の
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
か
ら
藤
井
右
衛
門
と

い
う
人
物
の
も
と
に
新
た
に
手
習
に
行
き
始
め
て
い
る
。
下
記
は
一
月
二
十
一
日
の

記
事
で
あ
る
（
桑
名
日
記
四
、一
五
三
頁
）。

鐐
之
助
是
迄
丸
山
へ
手
習
に
行
候
得
と
も
餘
り
大
勢
に
て
、
先
生
手
廻
り
兼
候

様
子
に
付
、
旧
冬
藤
井
為
右
衛
門
方
へ
当
正
月
よ
り
五
六
人
も
参
候
趣
に
付
、

鐐
之
助
も
相
頼
候
処
、
承
ち
に
而
今
日
よ
り
参
候
様
申
越
れ
候
付
、
鐐
召
連
藤

井
へ
酒
札
壱
枚
持
参
頼
て
帰
り
、
…
（
後
略
）

　こ
れ
ま
で
丸
山
に
居
た
頃
の
鐐
之
助
は
手
習
よ
り
も
遊
び
に
熱
心
で
、
平
太
夫
や

勝
之
助
に
心
配
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
藤
井
の
も
と
に
通
い
始
め
る
と

家
で
も
本
を
読
ん
だ
り
清
書
を
す
る
時
間
が
増
え
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　ま
た
、
藤
井
の
も
と
に
通
い
始
め
て
か
ら
清
書
が
上
達
し
た
よ
う
で
あ
る
。
勝
之

助
が
上
達
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

鐐
之
助
清
書
先
生
替
り
候
せ
い
歟
大
分
見
事
に
出
来
相
悦
ひ
申
候
。

（
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
二
十
二
日
、
柏
崎
日
記
下
、
一
〇
〇
頁
）

　こ
れ
ま
で
の
指
導
環
境
か
ら
一
転
し
て
し
っ
か
り
と
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

た
事
で
、
鐐
之
助
も
勉
学
に
励
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　以
上
、
七
歳
に
な
る
と
手
習
に
行
き
始
め
、
約
半
年
で
文
字
や
数
字
を
見
に
付
け
、

八
歳
に
な
る
と
本
格
的
な
手
習
い
へ
と
移
行
し
、
時
に
は
指
導
方
法
の
違
い
に
苦
し

み
な
が
ら
も
大
学
や
論
語
と
言
っ
た
書
物
を
使
用
し
た
学
習
へ
と
段
階
を
進
め
て
い

た
の
で
あ
る
。

第
三
章

　
平
太
夫
と
お
増
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

　第
三
章
で
は
、
平
太
夫
と
お
増
が
そ
れ
ぞ
れ
鐐
之
助
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割

を
も
っ
て
接
し
て
い
た
の
か
前
章
ま
で
の
教
育
や
し
つ
け
の
様
子
を
踏
ま
え
な
が
ら

見
て
い
く
。

　江
戸
時
代
に
お
い
て
、
育
児
の
直
接
の
担
い
手
は
女
性
が
多
か
っ
た
が
、
男
性
も

育
児
に
関
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
太
田
素
子
氏
に
よ
る
と
、
男
性
は
子
育
て

に
つ
い
て
記
録
を
書
残
す
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
は
識
字
率
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
江

戸
時
代
は
家
の
継
承
を
価
値
と
考
え
る
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
す
る
と
述
べ
て

い
る
。
子
育
て
は
男
性
に
と
っ
て
公
事
で
あ
り
、
女
性
を
よ
く
教
訓
し
て
良
き
子
育

て
を
さ
せ
る
こ
と
が
家
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
男
性
に
と
っ
て
の
責
任
と
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。⑱

　ま
た
、
貝
原
益
軒
は
自
身
が
記
し
た
教
育
書
『
和
俗
童
子
訓
』
第
五
巻
「
教
女
子

法
」
の
中
で
、
女
性
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
女
性
は
成
長
し
た
ら
他
の
家

に
嫁
ぎ
夫
に
仕
え
る
も
の
で
あ
り
、
た
だ
従
い
情
け
深
く
静
か
で
あ
る
べ
き
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
朝
は
早
く
起
き
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
て
昼
寝
は
せ
ず
、
家

の
事
を
怠
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
し
て
、
夫
の
た
め
に
衣
服
を
縫
い
、
食
事
を
作
り
、

掃
除
を
し
て
、
子
供
を
育
て
、
常
に
家
の
内
に
居
て
み
だ
り
に
外
へ
出
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
妻
と
し
て
女
性
と
し
て
の
在
り
方
で
あ
る

⑲

と
し
て
い
る
。

第
一
節

　
平
太
夫
と
鐐
之
助

　第
一
節
で
は
、
平
太
夫
の
鐐
之
助
へ
の
関
わ
り
方
を
見
て
い
く
。

　鐐
之
助
が
渡
部
家
の
家
督
を
継
げ
る
よ
う
、
教
育
を
施
し
、
社
会
性
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
の
が
平
太
夫
の
役
割
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
家
の
最

高
責
任
者
と
し
て
の
役
割
を
平
太
夫
も
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　教
育
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
述
べ
た
通
り
、
鐐
之
助
が
三
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
、

少
し
ず
つ
い
ろ
は
や
数
字
を
教
え
、
五
歳
に
な
る
と
興
味
関
心
に
応
じ
て
物
を
教
え
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て
い
っ
た
。
七
歳
に
な
る
と
親
戚
の
も
と
へ
手
習
に
行
か
せ
い
ろ
は
、
数
字
、
文
章

の
清
書
を
一
通
り
学
習
し
、
八
歳
に
な
る
と
丸
山
へ
手
習
に
行
か
せ
大
学
や
論
語
と

い
っ
た
書
物
を
使
っ
て
の
学
習
へ
と
移
行
し
て
い
っ
て
い
る
。

　鐐
之
助
の
教
育
に
つ
い
て
は
す
べ
て
平
太
夫
が
担
っ
て
お
り
、
日
記
の
中
で
も
平

太
夫
が
鐐
之
助
に
あ
れ
こ
れ
と
教
え
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
第
二

節
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
洗
湯
帰
り
に
鐐
之
助
に
星
の
名
前
を
教
え
て
い
た
り
、
寝

床
で
百
人
一
首
を
二
人
で
唱
え
て
い
た
り
し
て
い
る
。

　本
格
的
に
物
を
覚
え
さ
せ
始
め
た
の
は
、
五
歳
頃
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
も
平

太
夫
は
鐐
之
助
に
物
を
覚
え
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
記
事
が
天
保

十
年
（
一
八
三
九
）
十
二
月
一
日
（
桑
名
日
記
一
、三
八
頁
）
で
あ
り
、
平
太
夫
が
鐐

之
助
に
物
を
覚
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
た
め
苦
労
し
て
い
る
。

も
の
を
お
ほ
へ
よ
ふ
と
て
か
な
に
を
い
ふ
て
き
か
せ
て
も
く
ど
く
き
く
に
は
こ

ま
る

　こ
の
時
に
は
ま
だ
鐐
之
助
の
中
で
学
習
・
知
識
の
収
集
に
関
心
が
な
か
っ
た
た
め
、

言
う
こ
と
を
聞
こ
う
と
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
以
上
か
ら
少
し
時
期

が
早
か
っ
た
た
め
に
困
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
平
太
夫
は
鐐
之
助
に
物
を
教
え
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　次
に
社
会
性
に
つ
い
て
は
第
二
章
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
家
に
訪
れ
る
来
客

と
の
交
流
や
親
戚
・
他
の
家
の
子
供
な
ど
、
鐐
之
助
は
毎
日
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
多

く
の
幅
広
い
年
代
の
人
間
と
交
流
し
て
い
た
。
家
や
そ
の
周
辺
で
の
交
流
だ
け
で
な

く
、
時
に
は
祭
り
や
行
事
を
見
せ
に
行
っ
た
先
で
人
と
交
流
し
、
遠
出
を
し
た
先
で

人
と
関
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
記
の
中
で
度
々
平
太
夫
と
鐐
之
助
、

二
人
で
出
か
け
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
八
月

二
十
一
日
の
記
事
（
桑
名
日
記
一
、一
七
頁
）
で
は
、鐐
之
助
を
遊
ば
せ
に
町
の
様
々

な
所
へ
行
っ
て
い
る
。

ひ
る
よ
り
町
や
川
へ
鐐
こ
あ
そ
ば
せ
に
つ
れ
て
ゆ
き
は
し
の
な
が
れ
た
と
こ
ろ

を
見
る
に
北
の
は
し
の
南
の
あ
と
拾
け
ん
よ
南
の
は
し
の
北
の
あ
も
と
拾
け
ん

ほ
ど
な
が
れ
ま
ん
な
か
の
は
た
け
は
さ
つ
ぱ
り
か
わ
ら
に
な
り
川
は
北
の
は
し

の
ま
ん
な
か
ま
つ
す
ぐ
に
な
が
れ
は
し
よ
り
か
わ
ら
へ
お
り
る
よ
ふ
は
し
が
か

か
り
南
の
は
し
も
又
か
わ
ら
よ
り
橋
の
上
へ
あ
が
る
や
う
に
川
ふ
ね
二
そ
ふ
あ

り
そ
の
ふ
ね
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
鐐
こ
つ
れ
ゆ
き
候
と
こ
ろ
出
た
り
は
い
つ
た
り

と
も
の
と
こ
ろ
よ
り
と
び
お
り
た
り
小
い
し
を
ひ
ろ
ひ
と
も
の
と
こ
ろ
へ
も
つ

て
あ
が
り
そ
の
い
し
を
な
げ
た
り
ま
こ
と
に
よ
ね
ん
な
く
一
と
き
ほ
と
あ
そ
ば

せ
そ
れ
よ
り
南
の
は
し
江
上
り
な
を
の
つ
つ
み
上
り
そ
れ
よ
り
そ
ろ
そ
ろ
も
ど

り
や
す
な
が
に
て
さ
つ
ま
い
も
を
か
ふ
て
や
り
又
す
い
じ
ん
の
ほ
う
へ
つ
つ
み

ど
ふ
り
ふ
ら
ふ
ら
の
ぼ
り
す
い
じ
ん
の
ま
へ
に
て
や
す
み
御
用
す
い
の
は
た
ど

ふ
り
し
ん
ち
へ
出
う
す
い
の
よ
こ
に
て
鐐
こ
い
ふ
た
い
そ
ふ
く
た
び
れ
た
か
ら

や
す
ま
ふ
ね
へ
と
い
ふ
て
道
ば
た
へ
こ
し
か
け
る
。
し
ん
ち
の
子
ど
も
見
て
い

て
わ
ろ
ふ
そ
れ
よ
り
い
な
づ
か
へ
よ
り
て
て
つ
ぼ
う
と
大
さ
わ
ぎ
あ
ん
も
と
お

せ
ん
を
た
べ
る
そ
れ
よ
り
片
山
へ
よ
り
か
へ
る
。
ふ
く
江
町
に
わ
と
り
七
八
わ

ひ
よ
つ
子
ま
じ
り
お
る
を
り
や
う
て
を
ひ
ろ
げ
つ
か
ま
へ
る
と
て
お
い
ま
わ
す

を
水
谷
よ
助
が
見
て
お
か
し
が
り
に
こ
に
こ
わ
ろ
ふ
て
ゆ
く

　平
太
夫
と
鐐
之
助
の
外
出
の
特
徴
は
、
一
回
で
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
そ
の
二
日
後
の
八
月
二
十
三
日
（
桑
名
日
記
一
、一
八

頁
）
に
は
、
平
太
夫
と
鐐
之
助
、
お
な
か
の
三
人
で
様
々
な
場
所
に
出
か
け
て
い
る
。

ひ
る
す
ぎ
よ
り
馬
道
の
こ
ん
や
へ
も
め
ん
い
と
を
も
つ
て
ゆ
き
な
が
ら
お
な
か

と
鐐
こ
つ
れ
て
は
し
り
井
山
よ
り
え
ん
し
や
う
ぐ
ら
わ
ら
じ
が
み
へ
参
り
む
す

び
を
た
べ
さ
せ
そ
れ
よ
り
ひ
ろ
し
さ
の
御
は
か
へ
参
り
岩
崎
の
は
か
は
ひ
ろ
し

の
は
か
と
む
か
ひ
あ
わ
せ
な
り
…
（
中
略
）
…
そ
れ
か
ら
や
う
し
ゆ
あ
ん
へ
出

て
つ
ぽ
う
ば
へ
よ
り
七
つ
す
ぎ
か
へ
る

　二
つ
の
記
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
多
く
の
場
所
へ
出
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

様
々
な
人
と
出
会
い
、
出
会
っ
た
人
達
と
鐐
之
助
は
交
流
し
て
社
会
性
を
身
に
つ
け

て
い
た
の
で
あ
る
。

　以
上
、
平
太
夫
の
役
割
は
教
育
と
人
と
の
交
流
の
機
会
を
与
え
る
と
い
う
大
き
く

二
つ
で
あ
り
、
そ
の
役
割
の
中
で
平
太
夫
は
着
実
に
鐐
之
助
へ
の
教
育
を
施
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

276

（30）（31）
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下級武士家庭におけるしつけと教育の男女による違い ―桑名日記を事例に―

第
二
節

　
お
増
と
鐐
之
助

　第
二
節
で
は
、
お
増
が
鐐
之
助
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
見

て
い
く
。

　お
増
が
養
育
者
と
し
て
果
た
し
た
役
割
は
、
し
つ
け
と
日
々
の
世
話
が
大
き
く
占

め
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
平
太
夫
が
外
交
的
な
側
面
を
育
て
て
い
た
の
な
ら
ば
、

お
増
は
内
面
的
な
部
分
を
育
て
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
た
め
、
日
々
の
お
増
の
鐐
之
助
へ
の
関
わ
り
方
を
見
て
い
る
と
大
き
く
二
つ

の
役
割
が
あ
る
様
に
見
え
る
。
一
つ
は
母
親
的
役
割
、
も
う
一
つ
は
「
家
」
を
切
り

盛
り
す
る
者
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。

　ま
ず
一
つ
目
の
母
親
的
役
割
と
し
て
は
、
日
頃
平
太
夫
が
蔵
勤
め
で
家
を
留
守
に

し
て
い
る
間
、
家
で
鐐
之
助
の
相
手
を
し
な
が
ら
自
身
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
。

お
増
の
主
な
仕
事
は
、
洗
濯
や
針
仕
事
、
食
事
の
準
備
と
い
っ
た
家
事
に
加
え
使
い

の
役
目
や
、
機
織
り
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
仕
事
を
日
々
こ
な
し
な
が
ら
、
鐐

之
助
の
世
話
も
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　平
太
夫
が
家
に
い
る
時
間
は
と
て
も
少
な
く
、
出
勤
が
短
く
て
一
週
間
、
長
い
と

三
週
間
毎
日
出
勤
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
お
増
は
朝
か
ら
晩
ま
で
ほ
ぼ

毎
日
鐐
之
助
に
邪
魔
さ
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
た
め
、
平
太
夫
が
休
み
の
日
は
お

増
が
大
喜
び
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
九
月
十
六
日
（
桑
名
日
記
一
、九
八
頁
）
で
は
、
お

増
が
平
太
夫
の
休
み
の
お
か
げ
で
鐐
之
助
に
邪
魔
さ
れ
ず
に
済
む
と
喜
ん
で
い
る
様

子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

お
ば
ば
が
い
ふ
。
や
れ
や
れ
け
ふ
は
お
じ
い
さ
が
内
で
よ
か
つ
た
。
鐐
こ
に
あ

さ
か
ら
ば
ん
ま
で
い
じ
り
ぬ
か
れ
る
と
、
ば
ん
が
た
に
は
気
ら
ち
も
な
い
や
ふ

に
ほ
う
ほ
う
す
る
や
ふ
だ
に
、
ま
あ
け
ふ
は
お
じ
い
さ
と
あ
そ
ぶ
で
お
ば
ば
は

ら
く
じ
や
と
よ
ろ
こ
ぶ
。

　次
に
、「
家
」
を
切
り
盛
り
す
る
者
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
特
に

注
目
し
た
い
の
は
、
お
増
が
渡
部
家
の
者
す
な
わ
ち
家
中
の
者
で
あ
る
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　お
増
の
「
家
」
へ
の
意
識
を
感
じ
さ
せ
る
記
事
が
二
点
あ
り
、
そ
の
意
識
は
ど
ち

ら
も
鐐
之
助
の
要
求
に
対
し
て
叱
る
際
に
見
ら
れ
る
。

　一
つ
は
、天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
月
二
十
七
日
（
桑
名
日
記
一
、一
〇
八
頁
）

の
記
事
で
あ
る
。

鐐
こ
と
な
り
の
二
男
に
つ
れ
ら
れ
て
、
隣
の
子
供
と
も
四
人
つ
れ
に
て
、
町
屋

川
の
辺
へ
ゆ
き
、
昼
時
分
か
へ
る
。
け
ふ
は
一
度
も
佐
藤
へ
送
て
く
れ
と
い
わ

ず
能
一
人
あ
そ
び
す
る
。
八
つ
半
ご
ろ
表
よ
り
飛
込
ひ
け
し
の
ま
ね
す
る
か
ら
、

ち
い
さ
な
は
し
ご
を
た
つ
た
今
こ
し
ろ
ふ
て
く
れ
と
云
て
二
階
へ
上
る
。
お
ば

ば
に
こ
し
ろ
ふ
て
貰
へ
と
云
。
又
お
ば
ば
の
所
へ
行
ね
だ
る
。
お
ば
ば
が
云
に

は
、
ど
ふ
し
て
其
様
に
じ
き
に
で
き
る
も
の
か
、
は
し
ご
が
な
ん
に
成
。
そ
れ

で
も
御
代
田
の
平
さ
が
持
て
居
な
る
か
ら
、
た
つ
た
今
拵
ふ
て
く
ん
な
へ
と
云
。

を
を
そ
ん
な
ら
こ
し
ろ
ふ
て
や
る
か
ら
な
、
そ
の
は
し
ご
を
以
て
馬
道
へ
い
つ

て
し
ま
へ
、
家
中
の
も
の
が
火
消
の
真
似
な
ん
ぞ
す
る
も
の
で
な
へ
、
紋
の
付

た
べ
へ
も
大
小
も
か
み
し
も
や
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
で
も
え
え
か
、
は

し
ご
が
ほ
し
く
ば
こ
し
ろ
ふ
て
や
る
か
ど
ふ
だ
と
云
れ
て
大
に
こ
ま
り
、
泣
し

や
つ
く
り
し
な
が
ら
ね
ふ
る
。
…
（
後
略
）

　お
増
に
飛
込
火
消
の
真
似
が
し
た
い
か
ら
、
小
さ
い
梯
子
を
拵
え
て
く
れ
と
頼
む

鐐
之
助
。
し
か
し
、
お
増
は
「
火
消
の
真
似
な
ん
か
家
中
の
者
が
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
」

と
言
っ
た
上
で
、「
梯
子
を
作
っ
て
や
っ
て
も
い
い
が
、
そ
の
代
わ
り
、
鐐
之
助
の

紋
付
も
大
小
も
上
下
も
や
ら
な
い
が
い
い
か
」
と
交
換
条
件
を
出
し
て
い
る
。
鐐
之

助
は
こ
の
後
、
飛
込
火
消
の
真
似
は
諦
め
て
い
る
。

　交
換
条
件
で
出
さ
れ
て
い
る
紋
付
や
大
小
、
上
下
は
鐐
之
助
の
五
歳
の
袴
着
の
祝

い
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　二
つ
目
は
、
第
二
章
第
二
節
で
も
挙
げ
た
が
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
月

四
日
（
桑
名
日
記
一
、一
〇
二
頁
）
に
、
長
吉
の
真
似
を
し
よ
う
と
し
た
鐐
之
助
が

お
増
に
叱
ら
れ
て
い
る
記
事
で
あ
る
。

ひ
る
じ
ぶ
ん
に
お
ば
ば
を
ね
だ
る
に
は
、
長
吉
の
ま
ね
を
す
る
か
ら
ど
う
ぞ
か

み
に
す
じ
ひ
い
て
く
ん
な
へ
、
石
を
ぜ
ん
ぜ
に
し
て
長
吉
の
ま
ね
す
る
か
ら
ど

ふ
ぞ
と
い
ふ
ゆ
へ
、
か
ち
う
の
も
の
は
町
の
も
の
の
ま
ね
な
ん
ぞ
す
る
も
の
で
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な
へ
、
鐐
そ
れ
で
も
金
山
の
て
つ
さ
が
し
な
つ
た
も
の
、
お
ば
ば
そ
ふ
お
ば
ば

の
い
ふ
こ
と
を
き
か
ぬ
と
、
御
馬
に
の
せ
て
え
ち
ご
へ
や
つ
て
お
ろ
く
を
つ
れ

て
き
て
お
ば
ば
が
だ
い
て
ね
る
は
と
い
ふ
た
ら
、
お
つ
な
か
ほ
し
て
い
た
が
、

わ
あ
あ
と
な
き
出
し
た
げ
な
が
、
う
そ
だ
う
そ
だ
鐐
は
お
と
な
し
い
も
の
、
え

ち
ご
へ
や
り
は
せ
ぬ
に
な
き
や
る
な
と
い
ふ
た
ら
、
じ
き
に
き
げ
ん
を
な
を
し

た
げ
な
。

　長
吉
の
真
似
が
し
た
い
か
ら
髪
に
筋
を
引
い
て
く
れ
と
鐐
之
助
は
お
増
に
頼
む

が
、
お
増
は
家
中
の
者
が
町
の
者
の
真
似
を
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
𠮟𠮟𠮟𠮟
り
つ
け
て

い
る
。

　以
上
二
つ
の
記
事
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
お
増
は
渡
部
家
は
家
中
、
ど
ち
ら
で
も

共
通
し
て
、「
家
中
の
者
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
来
る
。「
家
中
の
者
」
つ
ま
り
藩
士

の
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
、
武
士
の
家
系
で
あ
る
以
上
、
町
の

者
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
も
町
の
者
の
真
似
を
す
る
こ
と
は
許
さ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
家
」
の
意
識
を
も
っ
て
叱
る
の
は
、
い
つ
も
お
増
の
役
目
で

あ
っ
た
。

　中
野
節
子
氏
に
よ
る
と
、
武
士
階
級
に
属
し
て
い
た
女
性
た
ち
は
前
述
し
た
貝
原

益
軒
が
示
し
て
い
た
女
性
像
の
様
に
た
だ
縛
ら
れ
付
き
従
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
中
・
下
層
の
武
士
の
家
で
は
自
ら
行
動
し
教
養
を
持
つ
女
性
も
珍
し
く
な
か
っ

た
と
い
う

⑳
。
そ
の
た
め
、
お
増
が
上
記
の
よ
う
に
家
中
の
者
で
あ
る
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
決
し
て
珍
し
い
事
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　こ
こ
ま
で
鐐
之
助
の
幼
児
期
か
ら
手
習
い
ま
で
の
時
期
を
見
て
来
た
が
、
鐐
之
助

は
多
く
の
大
人
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
育
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
平
太
夫
と
お

増
の
二
人
も
鐐
之
助
の
要
求
に
は
答
え
つ
つ
甘
や
か
す
こ
と
は
な
く
、
悪
い
こ
と
は

や
っ
て
い
け
な
い
と
し
っ
か
り
と
教
え
て
い
る
。
そ
し
て
手
習
い
に
向
け
て
少
し
ず

つ
教
育
を
始
め
、
鐐
之
助
の
興
味
関
心
に
合
わ
せ
て
物
を
教
え
て
い
っ
た
。

　手
習
い
に
つ
い
て
も
一
つ
の
教
室
に
通
い
続
け
る
の
で
は
な
く
、
鐐
之
助
の
学
習

進
度
や
相
性
に
合
わ
せ
て
場
所
を
変
え
て
い
る
。
鐐
之
助
の
様
に
手
習
い
の
先
生
を

変
え
る
事
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
今
後
考
察
の
余
地
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
。

　平
太
夫
は
鐐
之
助
に
教
育
を
施
し
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
役
割
で

あ
っ
た
。
対
し
て
お
増
は
、
鐐
之
助
の
し
つ
け
と
日
々
の
世
話
を
担
っ
て
い
た
。
家

事
を
し
な
が
ら
鐐
之
助
が
健
康
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
見
守
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
己
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
鐐
之
助
が
無
事
に
成
長
で
き
る
よ
う
養
育

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

① 

渡
部
政
通
『
桑
名
日
記
一
～
四
・
別
冊
』（
沢
下
春
男
、
一
九
八
四
年
、
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、https://dl.ndl.go.jp/pid/9571301

）

② 

佐
藤
志
帆
子
『
近
世
武
家
社
会
に
お
け
る
待
遇
表
現
体
系
の
研
究 

―
桑
名
藩
下

級
武
士
に
よ
る
『
桑
名
日
記
』
を
例
と
し
て
―
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四
年

③ 

皆
川
恵
美
子
「『
桑
名
日
記
・
柏
崎
日
記
』
に
見
ら
れ
る
子
ど
も
の
遊
び
―
下
級

武
士
の
子
ど
も
に
み
る
遊
び
の
諸
相
」（
日
本
保
育
学
会
大
会
準
備
委
員
会
、『
日

本
保
育
学
会
大
会
第
四
二
回
研
究
論
文
集
』、
一
九
八
九
年
）

④ 

松
川
由
紀
子
「
桑
名
日
記
・
柏
崎
日
記
に
み
ら
れ
る
近
世
庶
民
の
家
庭
教
育
に
つ

い
て
」（『
幼
児
の
教
育
』
七
五
巻
四
号
、
一
九
七
六
年
）

⑤ 

渡
部
政
通
『
桑
名
日
記

　別
冊
』（
沢
下
春
男
、
一
九
八
四
年
）

⑥ 

前
掲
注
⑤

⑦ 

中
村
弘
毅
『
父
子
訓
』（
一
八
一
一
年
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、https://kokusho.

nijl.ac.jp/biblio/100387577/20?In=ja

）

⑧ 

辻
本
雅
史
「
近
世
社
会
に
お
け
る
教
育
の
多
様
性
」（
辻
本
雅
史
・
沖
田
行
司
編

『
新
体
系
日
本
史
16

　教
育
社
会
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
四
七
頁

⑨ 

堀
田
吉
雄
『
桑
名
日
記
・
柏
崎
日
記
民
俗
抄
：
注
考
』（
伊
勢
民
俗
学
会
、一
九
六
九
年
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、https://dl.ndl.go.jp/pid/9569198

）

⑩ 

鵜
澤
由
美
「
近
世
に
お
け
る
誕
生
日
：
将
軍
か
ら
庶
民
ま
で 

―
そ
の
あ
り
方
と

意
識
―
」（「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
」、
第
一
四
一
集
、
二
〇
一
六
年
）

⑪ 

ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典

　小
項
目
事
典
、https://kotobank.jp/w

ord/

袴
着-113522

、
二
〇
二
四
年
一
月
四
日
閲
覧
）

275
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（32）（33）
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下級武士家庭におけるしつけと教育の男女による違い ―桑名日記を事例に―

第
二
節

　
お
増
と
鐐
之
助

　第
二
節
で
は
、
お
増
が
鐐
之
助
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
見

て
い
く
。

　お
増
が
養
育
者
と
し
て
果
た
し
た
役
割
は
、
し
つ
け
と
日
々
の
世
話
が
大
き
く
占

め
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
平
太
夫
が
外
交
的
な
側
面
を
育
て
て
い
た
の
な
ら
ば
、

お
増
は
内
面
的
な
部
分
を
育
て
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
た
め
、
日
々
の
お
増
の
鐐
之
助
へ
の
関
わ
り
方
を
見
て
い
る
と
大
き
く
二
つ

の
役
割
が
あ
る
様
に
見
え
る
。
一
つ
は
母
親
的
役
割
、
も
う
一
つ
は
「
家
」
を
切
り

盛
り
す
る
者
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。

　ま
ず
一
つ
目
の
母
親
的
役
割
と
し
て
は
、
日
頃
平
太
夫
が
蔵
勤
め
で
家
を
留
守
に

し
て
い
る
間
、
家
で
鐐
之
助
の
相
手
を
し
な
が
ら
自
身
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
。

お
増
の
主
な
仕
事
は
、
洗
濯
や
針
仕
事
、
食
事
の
準
備
と
い
っ
た
家
事
に
加
え
使
い

の
役
目
や
、
機
織
り
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
仕
事
を
日
々
こ
な
し
な
が
ら
、
鐐

之
助
の
世
話
も
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　平
太
夫
が
家
に
い
る
時
間
は
と
て
も
少
な
く
、
出
勤
が
短
く
て
一
週
間
、
長
い
と

三
週
間
毎
日
出
勤
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
お
増
は
朝
か
ら
晩
ま
で
ほ
ぼ

毎
日
鐐
之
助
に
邪
魔
さ
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
た
め
、
平
太
夫
が
休
み
の
日
は
お

増
が
大
喜
び
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
九
月
十
六
日
（
桑
名
日
記
一
、九
八
頁
）
で
は
、
お

増
が
平
太
夫
の
休
み
の
お
か
げ
で
鐐
之
助
に
邪
魔
さ
れ
ず
に
済
む
と
喜
ん
で
い
る
様

子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

お
ば
ば
が
い
ふ
。
や
れ
や
れ
け
ふ
は
お
じ
い
さ
が
内
で
よ
か
つ
た
。
鐐
こ
に
あ

さ
か
ら
ば
ん
ま
で
い
じ
り
ぬ
か
れ
る
と
、
ば
ん
が
た
に
は
気
ら
ち
も
な
い
や
ふ

に
ほ
う
ほ
う
す
る
や
ふ
だ
に
、
ま
あ
け
ふ
は
お
じ
い
さ
と
あ
そ
ぶ
で
お
ば
ば
は

ら
く
じ
や
と
よ
ろ
こ
ぶ
。

　次
に
、「
家
」
を
切
り
盛
り
す
る
者
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
特
に

注
目
し
た
い
の
は
、
お
増
が
渡
部
家
の
者
す
な
わ
ち
家
中
の
者
で
あ
る
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　お
増
の
「
家
」
へ
の
意
識
を
感
じ
さ
せ
る
記
事
が
二
点
あ
り
、
そ
の
意
識
は
ど
ち

ら
も
鐐
之
助
の
要
求
に
対
し
て
叱
る
際
に
見
ら
れ
る
。

　一
つ
は
、天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
月
二
十
七
日
（
桑
名
日
記
一
、一
〇
八
頁
）

の
記
事
で
あ
る
。

鐐
こ
と
な
り
の
二
男
に
つ
れ
ら
れ
て
、
隣
の
子
供
と
も
四
人
つ
れ
に
て
、
町
屋

川
の
辺
へ
ゆ
き
、
昼
時
分
か
へ
る
。
け
ふ
は
一
度
も
佐
藤
へ
送
て
く
れ
と
い
わ

ず
能
一
人
あ
そ
び
す
る
。
八
つ
半
ご
ろ
表
よ
り
飛
込
ひ
け
し
の
ま
ね
す
る
か
ら
、

ち
い
さ
な
は
し
ご
を
た
つ
た
今
こ
し
ろ
ふ
て
く
れ
と
云
て
二
階
へ
上
る
。
お
ば

ば
に
こ
し
ろ
ふ
て
貰
へ
と
云
。
又
お
ば
ば
の
所
へ
行
ね
だ
る
。
お
ば
ば
が
云
に

は
、
ど
ふ
し
て
其
様
に
じ
き
に
で
き
る
も
の
か
、
は
し
ご
が
な
ん
に
成
。
そ
れ

で
も
御
代
田
の
平
さ
が
持
て
居
な
る
か
ら
、
た
つ
た
今
拵
ふ
て
く
ん
な
へ
と
云
。

を
を
そ
ん
な
ら
こ
し
ろ
ふ
て
や
る
か
ら
な
、
そ
の
は
し
ご
を
以
て
馬
道
へ
い
つ

て
し
ま
へ
、
家
中
の
も
の
が
火
消
の
真
似
な
ん
ぞ
す
る
も
の
で
な
へ
、
紋
の
付

た
べ
へ
も
大
小
も
か
み
し
も
や
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
で
も
え
え
か
、
は

し
ご
が
ほ
し
く
ば
こ
し
ろ
ふ
て
や
る
か
ど
ふ
だ
と
云
れ
て
大
に
こ
ま
り
、
泣
し

や
つ
く
り
し
な
が
ら
ね
ふ
る
。
…
（
後
略
）

　お
増
に
飛
込
火
消
の
真
似
が
し
た
い
か
ら
、
小
さ
い
梯
子
を
拵
え
て
く
れ
と
頼
む

鐐
之
助
。
し
か
し
、
お
増
は
「
火
消
の
真
似
な
ん
か
家
中
の
者
が
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
」

と
言
っ
た
上
で
、「
梯
子
を
作
っ
て
や
っ
て
も
い
い
が
、
そ
の
代
わ
り
、
鐐
之
助
の

紋
付
も
大
小
も
上
下
も
や
ら
な
い
が
い
い
か
」
と
交
換
条
件
を
出
し
て
い
る
。
鐐
之

助
は
こ
の
後
、
飛
込
火
消
の
真
似
は
諦
め
て
い
る
。

　交
換
条
件
で
出
さ
れ
て
い
る
紋
付
や
大
小
、
上
下
は
鐐
之
助
の
五
歳
の
袴
着
の
祝

い
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　二
つ
目
は
、
第
二
章
第
二
節
で
も
挙
げ
た
が
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
月

四
日
（
桑
名
日
記
一
、一
〇
二
頁
）
に
、
長
吉
の
真
似
を
し
よ
う
と
し
た
鐐
之
助
が

お
増
に
叱
ら
れ
て
い
る
記
事
で
あ
る
。

ひ
る
じ
ぶ
ん
に
お
ば
ば
を
ね
だ
る
に
は
、
長
吉
の
ま
ね
を
す
る
か
ら
ど
う
ぞ
か

み
に
す
じ
ひ
い
て
く
ん
な
へ
、
石
を
ぜ
ん
ぜ
に
し
て
長
吉
の
ま
ね
す
る
か
ら
ど

ふ
ぞ
と
い
ふ
ゆ
へ
、
か
ち
う
の
も
の
は
町
の
も
の
の
ま
ね
な
ん
ぞ
す
る
も
の
で
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な
へ
、
鐐
そ
れ
で
も
金
山
の
て
つ
さ
が
し
な
つ
た
も
の
、
お
ば
ば
そ
ふ
お
ば
ば

の
い
ふ
こ
と
を
き
か
ぬ
と
、
御
馬
に
の
せ
て
え
ち
ご
へ
や
つ
て
お
ろ
く
を
つ
れ

て
き
て
お
ば
ば
が
だ
い
て
ね
る
は
と
い
ふ
た
ら
、
お
つ
な
か
ほ
し
て
い
た
が
、

わ
あ
あ
と
な
き
出
し
た
げ
な
が
、
う
そ
だ
う
そ
だ
鐐
は
お
と
な
し
い
も
の
、
え

ち
ご
へ
や
り
は
せ
ぬ
に
な
き
や
る
な
と
い
ふ
た
ら
、
じ
き
に
き
げ
ん
を
な
を
し

た
げ
な
。

　長
吉
の
真
似
が
し
た
い
か
ら
髪
に
筋
を
引
い
て
く
れ
と
鐐
之
助
は
お
増
に
頼
む

が
、
お
増
は
家
中
の
者
が
町
の
者
の
真
似
を
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
𠮟𠮟𠮟𠮟
り
つ
け
て

い
る
。

　以
上
二
つ
の
記
事
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
お
増
は
渡
部
家
は
家
中
、
ど
ち
ら
で
も

共
通
し
て
、「
家
中
の
者
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
来
る
。「
家
中
の
者
」
つ
ま
り
藩
士

の
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
、
武
士
の
家
系
で
あ
る
以
上
、
町
の

者
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
も
町
の
者
の
真
似
を
す
る
こ
と
は
許
さ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
家
」
の
意
識
を
も
っ
て
叱
る
の
は
、
い
つ
も
お
増
の
役
目
で

あ
っ
た
。

　中
野
節
子
氏
に
よ
る
と
、
武
士
階
級
に
属
し
て
い
た
女
性
た
ち
は
前
述
し
た
貝
原

益
軒
が
示
し
て
い
た
女
性
像
の
様
に
た
だ
縛
ら
れ
付
き
従
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
中
・
下
層
の
武
士
の
家
で
は
自
ら
行
動
し
教
養
を
持
つ
女
性
も
珍
し
く
な
か
っ

た
と
い
う

⑳
。
そ
の
た
め
、
お
増
が
上
記
の
よ
う
に
家
中
の
者
で
あ
る
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
決
し
て
珍
し
い
事
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　こ
こ
ま
で
鐐
之
助
の
幼
児
期
か
ら
手
習
い
ま
で
の
時
期
を
見
て
来
た
が
、
鐐
之
助

は
多
く
の
大
人
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
育
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
平
太
夫
と
お

増
の
二
人
も
鐐
之
助
の
要
求
に
は
答
え
つ
つ
甘
や
か
す
こ
と
は
な
く
、
悪
い
こ
と
は

や
っ
て
い
け
な
い
と
し
っ
か
り
と
教
え
て
い
る
。
そ
し
て
手
習
い
に
向
け
て
少
し
ず

つ
教
育
を
始
め
、
鐐
之
助
の
興
味
関
心
に
合
わ
せ
て
物
を
教
え
て
い
っ
た
。

　手
習
い
に
つ
い
て
も
一
つ
の
教
室
に
通
い
続
け
る
の
で
は
な
く
、
鐐
之
助
の
学
習

進
度
や
相
性
に
合
わ
せ
て
場
所
を
変
え
て
い
る
。
鐐
之
助
の
様
に
手
習
い
の
先
生
を

変
え
る
事
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
今
後
考
察
の
余
地
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
。

　平
太
夫
は
鐐
之
助
に
教
育
を
施
し
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
役
割
で

あ
っ
た
。
対
し
て
お
増
は
、
鐐
之
助
の
し
つ
け
と
日
々
の
世
話
を
担
っ
て
い
た
。
家

事
を
し
な
が
ら
鐐
之
助
が
健
康
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
見
守
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
己
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
鐐
之
助
が
無
事
に
成
長
で
き
る
よ
う
養
育

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

① 

渡
部
政
通
『
桑
名
日
記
一
～
四
・
別
冊
』（
沢
下
春
男
、
一
九
八
四
年
、
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、https://dl.ndl.go.jp/pid/9571301

）

② 

佐
藤
志
帆
子
『
近
世
武
家
社
会
に
お
け
る
待
遇
表
現
体
系
の
研
究 

―
桑
名
藩
下

級
武
士
に
よ
る
『
桑
名
日
記
』
を
例
と
し
て
―
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四
年

③ 

皆
川
恵
美
子
「『
桑
名
日
記
・
柏
崎
日
記
』
に
見
ら
れ
る
子
ど
も
の
遊
び
―
下
級

武
士
の
子
ど
も
に
み
る
遊
び
の
諸
相
」（
日
本
保
育
学
会
大
会
準
備
委
員
会
、『
日

本
保
育
学
会
大
会
第
四
二
回
研
究
論
文
集
』、
一
九
八
九
年
）

④ 

松
川
由
紀
子
「
桑
名
日
記
・
柏
崎
日
記
に
み
ら
れ
る
近
世
庶
民
の
家
庭
教
育
に
つ

い
て
」（『
幼
児
の
教
育
』
七
五
巻
四
号
、
一
九
七
六
年
）

⑤ 

渡
部
政
通
『
桑
名
日
記

　別
冊
』（
沢
下
春
男
、
一
九
八
四
年
）

⑥ 

前
掲
注
⑤

⑦ 

中
村
弘
毅
『
父
子
訓
』（
一
八
一
一
年
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、https://kokusho.

nijl.ac.jp/biblio/100387577/20?In=ja

）

⑧ 

辻
本
雅
史
「
近
世
社
会
に
お
け
る
教
育
の
多
様
性
」（
辻
本
雅
史
・
沖
田
行
司
編

『
新
体
系
日
本
史
16

　教
育
社
会
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
四
七
頁

⑨ 
堀
田
吉
雄
『
桑
名
日
記
・
柏
崎
日
記
民
俗
抄
：
注
考
』（
伊
勢
民
俗
学
会
、一
九
六
九
年
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、https://dl.ndl.go.jp/pid/9569198

）

⑩ 

鵜
澤
由
美
「
近
世
に
お
け
る
誕
生
日
：
将
軍
か
ら
庶
民
ま
で 

―
そ
の
あ
り
方
と

意
識
―
」（「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
」、
第
一
四
一
集
、
二
〇
一
六
年
）

⑪ 

ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典

　小
項
目
事
典
、https://kotobank.jp/w

ord/

袴
着-113522

、
二
〇
二
四
年
一
月
四
日
閲
覧
）
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⑫ 

前
掲
注
④

⑬ 

井
出
草
平
「
江
戸
時
代
の
教
育
制
度
と
社
会
変
動
」（『
四
天
王
寺
大
学
紀
要
』

五
七
巻
、
二
〇
一
三
年
）

⑭ 
前
掲
注
②
一
四
頁

⑮ 

前
掲
注
②
一
八
頁

⑯ 

前
掲
注
②
一
九
頁

⑰ 

八
鍬
友
広
「
近
世
民
衆
の
人
間
形
成
と
文
化
」（
辻
本
雅
史
・
沖
田
行
司
編
『
新
体

系
日
本
史
一
六

　教
育
社
会
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
七
一
頁

⑱ 

太
田
素
子
『
江
戸
の
親
子 

―
父
親
が
子
ど
も
を
育
て
た
時
代
―
』（
中
公
新
書
、

一
九
九
四
年
）

⑲ 

貝
原
益
軒
『
和
俗
童
子
訓
』
第
五
巻
（
目
黒
書
店
、
一
八
九
三
年
）

⑳ 

中
野
節
子
「
江
戸
時
代
の
『
家
』
と
女
性
」（『
市
史
か
な
ざ
わ
』
巻
三
、一
九
九
七

年
、https://kanazaw

a-u.repo.nii.ac.jp/records/1058

）
六
六
～
六
七
頁
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（34）


